
尾
張
家
麴
町
屋
敷
御
成
御
殿
の
障
壁
画
に
つ
い
て

一

尾
張
家
麴
町
屋
敷
御
成
御
殿
の
障
壁
画
に
つ
い
て

薄
　
田
　
大
　
輔

─
元
禄
期
の
江
戸
狩
野
派
の
動
向
─

　

緒　
　
　

言

一　

御
成
御
殿
障
壁
画
の
概
要

二　

元
禄
期
ま
で
の
狩
野
派
の
動
向

　
（
一
）　

狩
野
御
三
家

　
（
二
）　

そ
の
他
の
狩
野
家

三　

御
成
御
殿
障
壁
画
に
つ
い
て

　
（
一
）　

画
題

　
（
二
）　

金
の
加
飾

　

結　
　
　

語

緒
　
　
　
言

城
郭
や
大
名
屋
敷
な
ど
、
武
家
の
殿
舎
を
飾
っ
た
狩
野
派
の
障
壁
画
は
、
天
災
や
取

り
壊
し
、
戦
争
に
よ
っ
て
灰
燼
に
帰
し
た
た
め
、
現
存
作
例
は
二
条
城
や
名
古
屋
城
障

壁
画
群
な
ど
ご
く
僅
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
幸
い
に
し
て
一
部
の
障
壁
画
は
下
絵
や
粉

本
、
記
録
が
現
存
し
て
お
り
、
往
時
の
姿
が
想
像
で
き
る
。

本
稿
で
は
、
元
禄
十
一
年（
一
六
九
八
）三
月
十
八
日
の
五
代
将
軍
綱
吉（
一
六
四
六
〜

一
七
〇
九
）に
よ
る
尾
張
家
麴
町
屋
敷
へ
の
御
成
に
際
し
建
て
ら
れ
た
麴
町
屋
敷
御
成
御

殿（
以
下
、「
御
成
御
殿
」
と
略
称
）の
障
壁
画
に
つ
い
て
一
考
を
加
え
る
。
麴
町
屋
敷
は
、

寛
永
十
四
年（
一
六
三
七
）に
尾
張
家
二
代
光
友（
一
六
二
五
〜
一
七
〇
〇
）と
三
代
将
軍
家

光
の
長
女
千
代
姫（
一
六
三
七
〜
九
八
）と
の
婚
礼
が
内
定
し
た
際
に
拝
領
し
た
屋
敷
で
、

現
在
の
東
京
都
千
代
田
区
の
上
智
大
学
敷
地
内
に
位
置
し
た
。
寛
文
六
年（
一
六
六
六
）

に
は
綱
義（
後
の
三
代
綱
誠
・
一
六
五
三
〜
九
九
）の
御
殿
が
造
営
さ
れ
、
上
屋
敷
の
控
屋

敷
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
綱
吉
の
御
成
を
迎
え
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
御

成
御
殿
は
、
正
徳
三
年（
一
七
一
三
）に
大
破
を
理
由
に
取
り
払
わ
れ
て
お
り
、
公
式
に

使
用
さ
れ
た
の
は
綱
吉
の
御
成
一
回
限
り
で
あ
っ
た
。

御
成
御
殿
の
内
部
に
飾
ら
れ
た
狩
野
派
の
襖
絵
は
、
い
ず
れ
も
所
在
不
明
だ
が
、

「
御
成
御
殿
御
座
敷
并
杉
戸
絵
之
絵
割
」（
以
下
「
絵
割
」
と
略
称
、
徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵
）を

は
じ
め
と
す
る
諸
資
料
に
よ
っ
て
絵
師
や
画
題
が
判
明
す
る
。
こ
れ
ら
は
既
に
佐
藤
豊

三
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
、
平
成
二
十
四
年（
二
〇
一
二
）秋
に
は
徳
川
美
術
館
・
名
古

（
1
）

（
2
）



尾
張
家
麴
町
屋
敷
御
成
御
殿
の
障
壁
画
に
つ
い
て

二

屋
市
蓬
左
文
庫
に
て
開
催
さ
れ
た
「
徳
川
将
軍
の
御
成
」
展
で
関
連
資
料
が
公
開
さ
れ

た
。
た
だ
し
、
御
成
御
殿
に
は
襖
絵
以
外
に
も
同
派
の
杉
戸
絵
・
衝
立
・
屛
風
が
用
意

さ
れ
、
当
日
は
画
帖
や
掛
軸
も
飾
ら
れ
た
。
本
稿
で
は
御
成
御
殿
の
画
事
か
ら
、
ま
ず

は
江
戸
狩
野
派
の
元
禄
期
の
動
向
と
体
制
を
探
っ
て
み
た
い
。
江
戸
狩
野
派
の
祖
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
狩
野
探
幽（
一
六
〇
二
〜
七
四
）亡
き
後
の
元
禄
・
宝
永
期（
一
六
八
八
〜

一
七
一
一
）は
、
後
述
す
る
よ
う
に
一
部
の
狩
野
家
に
屋
敷
が
下
賜
さ
れ
、
扶
持
が
統
一

さ
れ
る
な
ど
、
同
派
の
体
制
変
革
期
と
い
え
る
が
、
資
料
や
現
存
作
例
の
不
足
か
ら
研

究
は
進
ん
で
い
な
い
。
そ
の
た
め
御
成
御
殿
の
画
事
は
、
極
め
て
貴
重
な
考
察
材
料
と

い
え
る
。
ま
た
、「
絵
割
」
に
は
画
題
や
絵
師
の
み
な
ら
ず
、
簡
易
な
が
ら
金
の
加
飾

に
つ
い
て
も
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
御
成
御
殿
の
絵
画
的
特
質
、
そ
し
て
狩
野

派
の
障
壁
画
形
式
の
変
化
へ
と
考
察
を
広
げ
る
。

一
　
御
成
御
殿
障
壁
画
の
概
要

麴
町
屋
敷
御
成
に
関
す
る
尾
張
家
旧
蔵
の
記
録
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

・
近
年
御
成
之
記（
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
／
江
戸
時
代　

十
八
世
紀
）

・
綱
吉
公
綱
誠
公
麴
町
亭
御
成
略
記（
徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵
／
江
戸
時
代　

十
七
世
紀
）

・
御
成
御
用
ニ
関
ス
ル
留
帳　

八
冊（
徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵
／
江
戸
時
代　

十
七
─
十
八
世

紀
）第

一
冊　

御
成
御
用
相
勤
候
江
戸
尾
州
諸
職
人　

初
メ
四
件

第
二
冊　

御
成
御
殿
御
座
敷
并
杉
戸
絵
之
絵
割（
資
料
1
）

第
三
冊　

殿
様　

右
兵
衛
督
様　

摂
津
守
様　

出
雲
守
様　

但
馬
守
様　

稲
姫
様 

御
内
証
ゟ
御
献
上
之
御
道
具

第
四
冊　

御
成
御
殿
御
役
人
衆
休
所
江
出
ル
御
道
具　

御
居
宅
御
馳
走
所
之
席
江

出
ル
御
道
具

第
五
冊　

御
茶
道
方
江
拵
相
渡
御
道
具

第
六
冊　

御
休
息
之
間
ニ
御
餝
置
直
ニ
御
献
上
之
御
道
具　

御
手
土
産
ニ
被
遊
候

様
ニ
と
御
献
上
之
御
道
具

第
七
冊　

御
成
書
院
御
床
御
筆
御
懸
物
之
前
ニ
御
餝
外
数
件（
資
料
2
）

第
八
冊　

御
成
御
殿
御
役
人
衆
休
所
へ
出
ル
御
道
具
席
付　

御
居
宅
御
馳
走
所
江

出
ル
御
道
具
席
付　

御
広
間
方
ゟ
出
ル
御
道
具
共

・
公
儀
ゟ
出
候
御
規
式
書（
徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵
／
江
戸
時
代
）

・
御
成
御
殿
御
床
御
棚
御
飾
之
図（
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
／
江
戸
時
代　

十
九
世
紀
）

・
御
成
御
殿
絵
図（
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
／
江
戸
時
代　

十
七
世
紀
）（
挿
図
1
─
1
〜
4
）

こ
の
他
、「
事
蹟
録
」「
御
日
記
」（
共
に
徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵
）『
編
年
大
略
』『
鸚
鵡

籠
中
記
』『
尾
藩
世
記
』『
金
府
紀
較
抄
』
な
ど
に
も
記
事
が
載
る
。
御
成
の
内
容
は
、

既
に
佐
藤
氏
に
よ
り
報
告
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
簡
潔
に
紹
介
す
る
。

御
成
準
備

元
禄
十
年　

七
月　

十
七
日　

綱
吉
か
ら
老
中
土
屋
政
直
へ
、
御
成
の
意
向
が
伝
え
ら

れ
る
。

　

十
八
日　

尾
張
家
三
代
綱
誠
登
城
。
来
春
に
御
成
が
行
わ
れ
る
と

申
し
渡
さ
れ
る
。

二
十
一
日　

御
成
の
場
所
が
麴
町
屋
敷
に
決
定
。

　
　
　
　
　

八
月　
　

二
日　

麴
町
九
丁
目
十
丁
目
片
町
を
添
地
と
し
て
下
賜
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
日　

造
営
担
当
者
が
選
任
さ
れ
る
。

（
3
）



尾
張
家
麴
町
屋
敷
御
成
御
殿
の
障
壁
画
に
つ
い
て

三

挿図1-1　御成御殿絵図（名古屋市蓬左文庫蔵）

奥御座敷

5859

60

61

62

63
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65

66

67

挿図1-4　奥御座敷 殿舎の名称と○囲みの数字は筆者による。



尾
張
家
麴
町
屋
敷
御
成
御
殿
の
障
壁
画
に
つ
い
て

四

　
　
　
　
　
　
　

二
十
一
日　

斧
始
。

　
　
　
　
　

九
月
二
十
九
日　

御
成
書
院
が
上
棟
。

元
禄
十
一
年
一
月　
　
　
　
　

上
水
引
き
入
れ
が
完
了
。

　
　
　
　
　

三
月
一
・
二
日　

老
中
柳
沢
保
明
ら
が
御
殿
を
検
分
。

御
成
当
日
の
次
第

辰
の
下
刻
に
綱
吉
が
江
戸
城
を
出
立
、
麴
町
屋
敷
に
到
着
。

玄
関　
　
　
　

五
卿（
尾
張
家
綱
誠
・
吉
通
〈
の
ち
の
四
代
〉、
紀
伊

家
光
貞
・
綱
教
、
水
戸
家
綱
條
）拝
謁
。

御
成
書
院　
　

綱
誠
が
熨
斗
を
奉
る
。
綱
誠
・
吉
通
・
光
友
へ

賜
物
あ
り
。

表
書
院　
　
　

尾
張
家
一
門
、
家
臣
よ
り
献
物
あ
り
。

御
成
書
院　
　

三
献
の
儀
。
賜
物
献
物
の
授
受
あ
り
。

奥
御
座
敷　
　

綱
吉
と
異
母
姉
千
代
姫（
光
友
正
室
）の
対
面
。

休
息
之
間　
　

綱
誠
及
び
一
門
よ
り
献
物
あ
り
。

御
成
書
院　
　

論
語
講
書（
将
軍
自
ら
儒
書
を
講
ず
る
行
事
）。
尾

張
家
一
門
、
家
臣
へ
賜
物
あ
り
。

表
書
院　
　
　

能
御
覧
。

休
息
之
間　
　

飾
り
道
具
の
内
、
綱
吉
が
香
炉
と
狩
野
派
の
画

帖
を
所
望
し
、
献
上
。

御
成
書
院　
　

仕
舞
。

表
書
院　
　
　

申
の
刻
に
吉
通
が
熨
斗
を
奉
る
。
御
祝
言
上

し
、
綱
吉
が
江
戸
城
へ
還
御
。

（
4
）

表書院

玄関

表御小座敷

奥御小座敷
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挿図1-2　玄関・表御小座敷・表書院・奥御小座敷 殿舎の名称と○囲みの数字は筆者による。



尾
張
家
麴
町
屋
敷
御
成
御
殿
の
障
壁
画
に
つ
い
て

五

障
壁
画
に
つ
い
て
は
、
い
つ
、
狩
野
派
の
誰
に
命
じ
ら
れ
た
か

は
記
録
に
な
い
が
、
元
禄
十
年
七
月
六
日
、
御
成
の
正
式
な
通
達

を
前
に
名
古
屋
か
ら
「
細
工
之
者
」
が
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

同
時
期
よ
り
作
事
が
進
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。
障
壁
画
に
つ
い

て
、
最
も
詳
細
な
資
料
は
前
述
の
「
絵
割
」（
資
料
1
）「
御
成
御
殿

絵
図
」（
挿
図
1
─
1
〜
4
）で
あ
る
。
各
絵
師
に
つ
い
て
は
次
の
通

り
だ
が
、
紙
幅
の
都
合
上
、
序
列
や
家
格
を
判
断
す
る
た
め
の
基

本
情
報
の
み
を
載
せ
る
。
絵
師
の
表
記
に
つ
い
て
は
「
絵
割
」
に

倣
い
「
号
」
と
す
る
が
、
木
挽
町
家
の
絵
師
に
は
広
く
表
記
で
用

い
ら
れ
る
「
名
」
と
し
た
。

〔
御
成
御
殿
の
画
事
に
参
加
し
た
狩
野
派
絵
師
一
覧
〕

※
年
齢
は
元
禄
十
一
年
時
の
数
え
歳
で
あ
る
。

●
狩
野
御
三
家

狩
野
御
三
家
と
は
、
江
戸
狩
野
派
の
中
核
を
成
し
た
家
で
、
探

幽
を
祖
と
す
る
鍛
冶
橋
家
、
そ
の
次
弟
尚
信（
一
六
〇
七
〜
五
〇
）

を
祖
と
す
る
木
挽
町
家（
当
時
は
竹
川
町
）、
末
弟
安
信（
一
六
一
三

〜
八
五
）を
祖
と
す
る
中
橋
家
で
あ
る
。
こ
の
御
三
家
と
木
挽
町

家
よ
り
別
れ
た
浜
町
家
は
、
御
目
見
、
帯
刀
を
許
さ
れ
た
御
同
朋

格
の
身
分
で
あ
る
。
ま
た
、二
百
石
二
十
人
扶
持
の
俸
禄
を
受
け
、

後
に
「
奥
絵
師
」
に
任
じ
ら
れ
る
。

中
橋
家（
狩
野
派
宗
家
）

二
代　

永
叔
主
信（
一
六
七
五
〜
一
七
二
四
）　

二
十
四
歳

（
5
）

休息之間

御成書院

4041

42
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57

686970

71か

挿図1-3　御成書院・御休息之間　 殿舎の名称と○囲みの数字は筆者による。



尾
張
家
麴
町
屋
敷
御
成
御
殿
の
障
壁
画
に
つ
い
て

六

安
信
の
息
子
右
京
時
信（
一
六
四
二
〜
七
八
）の
子
で
あ
る
。
時
信
が
若
く
し
て
歿
し

た
た
め
宗
家
を
継
い
だ
。
天
和
三
年（
一
六
八
三
）に
綱
吉
に
御
目
見
。
享
保
四
年

（
一
七
一
九
）二
月
二
十
三
日
に
法
眼
に
叙
さ
れ
る
。

鍛
冶
橋
家

二
代　

探
信
守
政（
一
六
五
三
〜
一
七
一
八
）　

四
十
六
歳

分
家　

探
雪
守
定（
一
六
五
五
〜
一
七
一
四
）　

四
十
四
歳

探
信
は
探
幽
の
長
男
で
、
四
代
将
軍
家
綱
に
部
屋
住
に
て
御
目
見
。
元
禄
十
一
年

（
一
六
九
八
）九
月
に
鍛
冶
橋
御
門
外
の
屋
敷
を
拝
領
。
正
徳
五
年（
一
七
一
五
）五
月

十
八
日
に
法
眼
に
叙
さ
れ
る
。

探
雪
は
探
信
の
弟
で
、
延
宝
三
年（
一
六
七
五
）に
探
幽
の
願
い
で
鍛
冶
橋
家
二
百
石

二
十
人
扶
持
の
内
、
百
石
を
分
け
ら
れ
て
十
二
月
に
別
家
を
た
て
た
。

木
挽
町（
竹
川
町
）家

二
代　

養
朴
常
信（
一
六
三
六
〜
一
七
一
三
）　

六
十
三
歳

三
代　

如
川
周
信（
一
六
六
〇
〜
一
七
二
八
）　

三
十
九
歳

分
家　

随
川
岑
信（
一
六
六
二
〜
一
七
〇
八
）　

三
十
七
歳

常
信
は
、
慶
安
三
年（
一
六
五
〇
）十
二
月
十
五
日
に
三
代
将
軍
家
光
へ
御
目
見
。
天

和
二
年
に
二
十
人
扶
持
、
宝
永
元
年（
一
七
〇
四
）十
月
十
二
日
法
眼
、
同
六
年
十
一

月
三
日
に
法
印
に
叙
さ
れ
る
。

周
信
は
常
信
の
長
男
で
、
延
宝
六
年
に
部
屋
住
に
て
家
綱
に
御
目
見
。
宝
永
七
年

十
二
月
十
九
日
に
十
人
扶
持
、
享
保
四
年
二
月
二
十
三
日
に
法
眼
に
叙
さ
れ
る
。

岑
信
は
常
信
の
次
男
で
、
後
に
浜
町
家
を
た
て
る
。
元
禄
元
年
に
六
代
将
軍
家
宣
に

召
し
出
さ
れ
、
宝
永
四
年
に
家
宣
よ
り
「
松
本
」
姓
を
拝
領
し
「
友
盛
」
と
称
す
。

翌
年
に
は
狩
野
派
で
唯
一
の
西
丸
奥
医
師
並
と
な
り
、
同
派
中
最
上
席
と
な
る
。

●
そ
の
他
の
狩
野
家

狩
野
御
三
家
以
外
の
家
は
後
に
「
表
絵
師
」
に
任
じ
ら
れ
、
御
目
見
以
下
、
帯
刀
も

許
さ
れ
な
い
御
家
人
格
で
、
通
常
は
五
人
扶
持
で
遇
せ
ら
れ
た
。
御
三
家
以
外
は
、
狩

野
家
の
姻
戚
筋
と
門
人
筋
の
家
に
大
別
で
き
、
こ
れ
ら
の
頂
点
に
立
っ
て
い
た
の
が
、

探
幽
の
養
子
洞
雲
益
信（
一
六
二
五
〜
九
四
）を
祖
と
す
る
駿
河
台
家
で
、
二
十
人
扶
持
、

御
坊
主
格
と
優
遇
さ
れ
た
。
こ
れ
に
次
ぐ
の
が
、
家
綱
の
幼
少
の
頃
に
御
側
御
用
を
務

め
た
春
雪
信
之（
一
六
一
四
〜
九
一
）を
祖
と
す
る
山
下
家
で
、
そ
の
血
筋
は
狩
野
元
信

の
息
子
乗
信
秀
頼
ま
で
遡
り
、
十
人
扶
持
で
あ
っ
た
。

【
姻
戚
筋
】

駿
河
台
家

二
代　

洞
春
福
信（
生
年
未
詳
〜
一
七
一
九
）

初
代
益
信
の
養
子
。
実
は
探
幽
の
息
子
で
勘
当
さ
れ
た
五
右
衛
門
の
子
で
あ
っ
た
と

い
う
。
天
和
二
年
十
一
月
十
一
日
に
綱
吉
へ
御
目
見
。

山
下
家

狩
野
春
笑
亮
信（
一
六
四
六
〜
一
七
一
五
）　

五
十
三
歳

延
宝
元
年
五
月
二
十
八
日
に
家
綱
へ
御
目
見
。
綱
吉
の
代
に
十
人
扶
持
。

神
田
松
永
町
家

初
代　

伯
圓
方
信（
一
六
四
二
〜
一
七
二
六
）　

五
十
七
歳

元
禄
十
二
年
二
月
二
十
八
日
に
綱
吉
へ
御
目
見
。
同
十
三
年
七
月
二
十
八
日
屋
敷
を

（
6
）
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町
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成
御
殿
の
障
壁
画
に
つ
い
て

七

拝
領
し
、
正
徳
三
年
十
二
月
二
十
三
日
に
五
人
扶
持
。

御
徒
士
町
家

二
代　

狩
野
休
碩
友
信（
一
六
五
三
〜
一
七
二
一
）　

四
十
六
歳

家
綱
へ
御
目
見
。
正
徳
元
年
十
二
月
に
五
人
扶
持
。

麻
布
一
本
松
家

初
代　

休
圓
清
信（
一
六
二
七
〜
一
七
〇
三
）　

七
十
二
歳

二
代　

休
山
是
信（
一
六
五
五
〜
一
七
二
四
）　

四
十
四
歳

休
圓
は
、
寛
永
十
四
年（
一
六
三
七
）に
十
一
歳
で
家
光
へ
御
目
見
。
木
挽
町
に
住
し

十
人
扶
持
。

休
山
は
、
延
宝
四
年
に
家
綱
へ
御
目
見
。
家
宣
の
時
に
五
人
扶
持
と
な
り
、
麻
布
新

町
に
住
し
た
。

【
門
弟
筋
】

根
岸
御
行
松
家

初
代　

内
膳
良
信（
一
六
三
〇
〜
一
七
一
六
）　

六
十
九
歳

寛
文
二
年（
一
六
六
二
）三
月
十
五
日
に
家
綱
へ
御
目
見
。
貞
享
二
年（
一
六
八
五
）八
月

晦
日
に
屋
敷
拝
領
。
正
徳
元
年
に
五
人
扶
持
。

築
地
小
田
原
家

二
代　

柳
雪
秀
信（
一
六
四
七
〜
一
七
一
二
）　

五
十
二
歳

三
代　

柳
伯
定
信（
一
六
六
六
〜
一
七
二
二
）　

三
十
三
歳

柳
雪
は
、
万
治
三
年（
一
六
六
〇
）十
二
月
に
家
綱
へ
御
目
見
。
元
禄
九
年
四
月
に
屋

敷
拝
領（
日
本
橋
、
後
に
小
田
原
町
）、
正
徳
元
年
十
二
月
二
十
七
日
に
五
人
扶
持
。

柳
伯
は
、
宝
永
五
年
九
月
二
十
八
日
に
部
屋
住
に
て
綱
吉
へ
御
目
見
。

芝
金
杉
片
町
家

初
代　

梅
雲
為
信（
一
六
五
七
〜
一
七
一
五
）　

四
十
二
歳

柳
雪
秀
信
の
弟
。
家
綱
へ
御
目
見
、
元
禄
十
年
八
月
二
十
六
日
に
屋
敷
拝
領
。
正
徳

元
年
十
二
月
二
十
三
日
に
五
人
扶
持
。

浅
草
猿
屋
町
代
地
家（
分
家
）

初
代　

洞
元
邦
信（
一
六
四
三
〜
一
七
〇
六
）　

五
十
六
歳

綱
吉
へ
御
目
見
。
元
禄
十
三
年
八
月
に
屋
敷
拝
領
し
別
家
を
た
て
る
。

【
尾
張
藩
御
抱
絵
師
】

園
田
洞
雪（
生
年
未
詳
〜
一
七
四
一
）

元
禄
元
年
に
尾
張
家
へ
召
し
出
さ
れ
、
御
切
米
三
拾
石
、
五
人
扶
持
。
宝
永
三
年
に

目
を
悪
く
し
、
正
徳
二
年
七
月
に
は
眼
病
を
理
由
に
職
を
辞
し
た
。

【
未
詳
】

岡
沢
春
湖



尾
張
家
麴
町
屋
敷
御
成
御
殿
の
障
壁
画
に
つ
い
て

八

二
　
元
禄
期
ま
で
の
狩
野
派
の
動
向

（
一
）　
狩
野
御
三
家

障
壁
画
の
担
当
は
、
筆
頭
絵
師
が
最
上
位
の
殿
舎
か
つ
最
上
位
の
部
屋
、
筆
頭
に
次

ぐ
絵
師
が
二
番
手
の
殿
舎
の
最
上
位
の
部
屋
と
い
う
よ
う
に
、
格
上
の
部
屋
が
優
先
的

に
割
り
当
て
ら
れ
る
。
御
成
御
殿
で
、
儀
礼
が
行
わ
れ
た
主
要
殿
舎
の
最
上
位
の
部
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
山
下
家

笑

　
　
　　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
益
駿
河
台
家信

　
　
　
　
洞
春

　
　
　　
　
　

　
　
探
鍛
治
橋
家幽

　
　
　
　
探
信

　
　
　　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
探
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
尚
木
挽
町
家信

　
　
　
　
常
信
　
　
　
　
周
信

　
　　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岑
信

　
　
　
　
　
　
　
　
安
中
橋
家

信
　
　
　
　
時
信
　
　
　
　
永
叔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
洞
浅
草
猿
屋
町
代
地
分
家

元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伯
神
田
松
永
町
家

圓

　
　
　
　
　
　
　
　
休
下
谷
御
徒
士
町
家

碩

　
　
休
麻
布
一
本
松
家

圓
　
　
　
　
休
山

　
　
　　
　
　
　
　

内
根
岸
御
行
松
家

膳

　
　　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柳
築
地
小
田
原
家

雪
　
　
　
　
柳
伯

　
　　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅

芝
金
杉
片
町
家

雲

　
　
実
子

　
　
養
子

狩
野
派
絵
師
略
系
図

を
担
当
し
た
絵
師
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

玄
関　
　
　

式
台
・
溜
之
間　
　
　
　
　

常
信

表
書
院　
　

上
段
・
下
段
・
三
之
間　
　

探
信

御
成
書
院　

上
段
・
下
段
・
次　
　
　
　

探
雪

休
息
之
間　

上
段
・
下
段
・
次　
　
　
　

永
叔

奥
御
座
敷　

上
段
・
下
段
・
次　
　
　
　

洞
春

右
の
殿
舎
の
表
記
順
は
、「
絵
割
」
に
倣
い
表
か
ら
奥
の
殿
舎
へ
の
順
だ
が
、
格
の

序
列
は
こ
の
通
り
で
は
な
い
。
最
も
格
上
は
御
成
の
主
要
行
事
が
交
互
に
行
わ
れ
た
御

成
書
院
と
表
書
院
で
、
通
常
、
筆
頭
絵
師
が
任
さ
れ
る
。
二
番
手
以
降
の
殿
舎
と
絵
師

の
格
に
つ
い
て
は
、
絵
師
が
判
明
し
て
い
る
万
治
二
年（
一
六
五
九
）江
戸
城
本
丸
再
建

を
は
じ
め
と
す
る
江
戸
城
の
例
が
参
考
に
な
り
、
奥
の
殿
舎
は
玄
関
よ
り
も
格
上
の
絵

師
に
割
り
当
て
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
御
成
御
殿
の
場
合
、
御
殿
の
担
当
か
ら
絵
師
の

序
列
が
探
信
と
探
雪
が
最
上
で
、
洞
春
・
永
叔
・
常
信
の
順
と
推
測
で
き
る
。
こ
こ
で

当
時
家
格
や
年
齢
か
ら
も
筆
頭
絵
師
と
考
え
ら
れ
る
常
信
が
、
な
ぜ
玄
関
を
担
当
し
た

の
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

常
信
の
関
与
を
襖
絵
以
外
で
も
確
認
す
る
。「
御
成
書
院
御
床
御
筆
御
懸
物
之
前
ニ

御
餝
他
数
件
」（
資
料
2
）に
は
屛
風
・
衝
立
・
画
帖（
絵
鑑
）な
ど
他
の
様
々
な
道
具
に
つ

い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
狩
野
派
の
屛
風
は
三
十
双
で
、
探
信
が
最
も
多
く
、
探
雪
・
洞

春
・
永
叔
も
複
数
の
屛
風
を
手
掛
け
た
一
方
、
常
信
は
高
五
尺
五
寸
の
屛
風
一
双
の
み

で
あ
る
。
衝
立
は
三
十
二
基
と
あ
り
、
絵
師
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
探
信
・
探
雪
・
洞

春
の
各
二
基
、
常
信
・
永
叔
の
各
一
基
分
で
あ
る
。
画
帖（
絵
鑑
・
上
下
巻
二
冊
）は
巻
頭

を
探
信
・
探
雪
、
巻
末
を
洞
春
・
永
叔
が
担
当
し
た
の
に
対
し
、
常
信
は
そ
も
そ
も
参

（
7
）

（
8
）

（
9
）
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家
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敷
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成
御
殿
の
障
壁
画
に
つ
い
て

九

加
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
休
息
之
間
の
床
に
は
「
三
幅
対　

東
方
朔　

左
右
松
竹
図

　

狩
野
探
信
守
政
筆
」（「
綱
吉
公
綱
誠
公
麴
町
亭
御
成
略
記
」）が
飾
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
こ

の
掛
物
に
つ
い
て
は
「
御
成
御
用
ニ
関
ス
ル
留
帳
」
に
記
載
が
な
い
た
め
、
既
存
の
道

具
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
諸
道
具
の
分
担
も
勘

案
す
る
と
、
探
信
が
筆
頭
で
、
探
雪
・
洞
春
・
永
叔
と
続
き
、
常
信
の
関
与
は
明
ら
か

に
消
極
的
で
あ
る
と
分
か
る
。

こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
探
雪
と
洞
春
に
尾
張
家
と
の
繋
が
り
が
確
認
で
き
る
点
で

あ
る
。
尾
張
家
の
蔵
帳
に
は
探
信
や
探
雪
の
作
品
が
散
見
さ
れ
、
三
代
綱
誠
の
側
室
で

四
代
吉
通
の
生
母
で
あ
る
本
寿
院
下
総
所
用
の
探
雪
筆
「
瀟
湘
八
景
図
巻
」（
徳
川
美
術

館
蔵
）も
現
存
す
る
。
特
に
重
要
な
の
は
、
尾
張
家
初
代
義
直
の
生
母
画
像
「
相
応
院

画
像
」（
徳
川
美
術
館
蔵
）を
探
雪
が
描
い
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

洞
春
は
「
事
蹟
録
」
元
禄
三
年（
一
六
九
〇
）正
月
条
に
「
狩
野
洞
雲
洞
春
参
上　

御

目
見
」
と
あ
る
よ
う
に
義
父
益
信
と
共
に
尾
張
家
へ
出
入
り
し
、
益
信
は
尾
張
家
か

ら
二
十
人
扶
持
を
受
け
て
い
た
。
益
信
歿
後
も
同
書
の
元
禄
九
年
十
月
二
十
日
条
に

「
左（

吉

通

）

兵
衛
督
様
御
慰
ニ
御
絵
被
遊
候
付
洞
春
茂
御
側
ニ
罷
有
御
絵
本
可
指
上
旨
被
仰
付

之
」
と
あ
る
。
ま
た
「
洞
」
の
一
字
を
益
信
の
号
「
洞
雲
」
よ
り
継
い
だ
と
思
わ
れ
る

尾
張
藩
御
抱
絵
師
洞
雪
の
息
子
元
雪
は
、「
稿
本
藩
士
名
寄
」（
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
）に

よ
れ
ば
、
宝
永
五
年（
一
七
〇
八
）九
月
二
十
二
日
に
洞
春
が
上
京
す
る
際
、
尾
張
藩
よ

り
金
十
両
を
賜
り
、
絵
の
修
行
と
し
て
洞
春
に
同
道
し
た
。
こ
の
他
、
尾
張
家
の
道
具

帳
「
御
数
寄
屋
方
御
道
具
帳　

享
保
六
年
丑
年　

丑
ニ
渡
四
冊
之
内
改
御
用
人
幡
野
弥

五
兵
衛
大
目
付
埴
原
金
左
衛
門　

壱　

張
札
九
拾
四
釣
成
」
に
収
録
さ
れ
る
「
本
寿
院

様
御
道
具
之
内
」
に
は
、
掛
物
が
二
十
八
件
掲
載
さ
れ
、
そ
の
内
、
洞
春
の
作
は
十
三

件
に
も
上
る
。
な
お
、
他
の
江
戸
狩
野
派
の
絵
師
で
二
点
以
上
の
掛
物
が
載
る
絵
師
は

他
に
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
探
雪
と
洞
春
に
つ
い
て
は
尾
張
家
が
抜
擢
し
た

（
10
）

（
11
）

（
12
）

（
13
）

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
最
も
肝
心
な
探
信
、
常
信
と
の
繋
が
り
は
詳
ら
か
で
は
な

い
。ま

ず
は
改
め
て
探
幽
存
命
期
ま
で
遡
っ
て
狩
野
派
の
体
制
を
確
認
し
よ
う
。
探
幽
晩

年
の
絵
師
の
序
列
は
、
万
治
二
年
江
戸
城
本
丸
御
殿
障
壁
画
、
寛
文
二
年（
一
六
六
二
）

御
所
障
壁
画
の
担
当
箇
所
な
ど
か
ら
、
上
位
よ
り
探
幽
・
安
信
・
常
信
・
益
信
の
順
と

判
明
す
る
。
探
幽
歿
後
の
延
宝
三
年（
一
六
七
五
）御
所
障
壁
画
で
は
、安
信
が
筆
頭
と
な

り
、
時
信（
安
信
の
息
子
）・
益
信
・
常
信
の
順
と
な
る
。
指
揮
権
が
中
橋
家
に
移
っ
た

こ
と
か
ら
、
武
田
恒
夫
氏
は
鍛
冶
橋
家
の
弱
体
化
を
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
、
藤
岡
通
夫

氏
は
益
信
の
序
列
上
昇
の
背
景
に
、
益
信
が
安
信
の
娘
婿
で
、
時
信
の
義
理
の
兄
と
い

う
血
縁
関
係
を
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
松
嶋
雅
人
氏
も
益
信
が
中
橋
家
配
下
の
絵
師
と
推

測
さ
れ
た
。『
古
画
備
考
』
の
益
信
の
項
に
も
「
永（

安
信
）真

深
愛
其
才
以
女
妻
之
」
と
あ
る
。

一
方
の
常
信
は
叔
父
安
信
に
出
世
を
阻
ま
れ
、
不
遇
を
託
っ
た
と
さ
れ
て
き
た
。

延
宝
六
年
十
月
、
次
期
宗
家
当
主
時
信
が
三
十
七
歳
で
歿
す
る
と
、
天
和
二
年

（
一
六
八
二
）、
常
信
と
益
信
が
二
十
人
扶
持
と
な
り
、
同
年
、
朝
鮮
通
信
使
の
返
礼
と

し
て
朝
鮮
王
朝
へ
贈
る
い
わ
ゆ
る
贈
朝
屛
風
で
は
、
安
信
・
常
信
・
益
信
・
探
信
・
探

雪
が
二
双
ず
つ
を
担
当
し
た
。
武
田
氏
は
こ
の
名
順
か
ら
も
鍛
冶
橋
家
の
衰
勢
を
指
摘

さ
れ
る
。
同
じ
く
天
和
二
年
頃
の
作
と
み
ら
れ
る
安
信
・
常
信
・
探
信
・
益
信
・
探
雪

筆
「
名
画
集
」（
個
人
蔵
）か
ら
、
野
田
麻
美
氏
は
こ
の
時
の
序
列
を
安
信
・
常
信
・
探

信
・
益
信
・
探
雪
と
推
測
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
天
和
二
年
に
常
信
が
二
番
手
に
返
り

咲
き
、
さ
ら
に
同
時
期
の
「
名
画
集
」
で
は
探
信
が
益
信
よ
り
上
位
に
な
る
と
い
う
。

以
上
の
理
由
と
し
て
、
時
信
を
亡
く
し
た
安
信
が
当
時
八
歳
の
孫
永
叔
の
将
来
を
案

じ
、
次
期
筆
頭
の
常
信
と
永
叔
と
の
関
係
を
良
好
に
保
た
せ
る
た
め
、
常
信
を
取
り
立

て
た
こ
と
、
探
信
は
常
信
の
娘
を
妻
と
し
て
い
る
た
め
、
地
位
も
常
信
に
従
属
し
た
と

推
測
さ
れ
て
い
る
。
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さ
て
、
江
戸
狩
野
派
に
は
こ
の
よ
う
に
姻
戚
関
係
を
基
に
し
た
派
閥
間
で
主
導
権
を

め
ぐ
る
動
き
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
。
ま
ず
、
鍛
冶

橋
家
弱
体
化
の
端
緒
と
さ
れ
る
延
宝
三
年
御
所
造
営
で
は
、
探
信
は
未
だ
二
十
二
歳
で

あ
り
、
当
時
は
宗
家
以
外
で
筆
頭
絵
師
の
座
が
継
承
さ
れ
る
前
例
も
な
け
れ
ば
、
探
幽

存
命
中
で
さ
え
探
信
は
安
信
・
常
信
・
益
信
よ
り
も
下
位
で
あ
る
。
探
幽
か
ら
六
十
二

歳
の
安
信
に
指
揮
権
が
移
譲
さ
れ
た
の
は
順
当
に
み
え
る
。
ま
た
、
安
信
筆
頭
下
で
変

化
す
る
益
信
・
常
信
・
探
信
の
序
列
に
つ
い
て
、
根
拠
と
さ
れ
る
婚
姻
関
係
に
注
目
す

れ
ば
、
常
信
も
ま
た
安
信
の
次
女
を
妻
と
し
、
探
雪
は
時
信
の
娘
を
迎
え
た
。
宗
家
と

複
雑
に
婚
姻
関
係
を
巡
ら
せ
た
画
派
の
中
で
、
血
縁
の
み
を
根
拠
に
派
閥
を
考
え
る
に

は
、
な
お
補
強
材
料
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
最
も
慎
重
に
考
え
る
べ
き
は
、

探
幽
と
時
信
の
死
を
機
に
序
列
が
二
度
逆
転
し
た
と
さ
れ
る
常
信
と
益
信
の
関
係
で
あ

る
。
寛
文
九
年
玉
林
院
方
丈
再
建
時
に
作
ら
れ
た
障
壁
画
で
は
、
最
上
位
の
室
中
を
探

幽
、
上
間
に
あ
た
る
中
檀
那
之
間
を
安
信
、
西
檀
那
之
間
を
洞
春（
現
存
せ
ず
）、
中
衣

鉢
之
間
を
益
信
、
下
間
に
当
た
る
書
院
を
探
雪
、
礼
之
間
を
常
信
が
担
当
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
探
幽
存
命
中
か
ら
益
信
が
安
信
に
続
く
こ
と
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
寛
文
九
年

か
ら
十
三
年
ま
で
に
作
ら
れ
た
狩
野
派
一
門
三
十
六
名
の
合
作
「
牛
馬
図
」（
対
幅
・
個

人
蔵
）も
興
味
深
い
。
右
幅
「
牛
図
」
と
左
幅
「
馬
図
」
共
に
、
探
幽
が
中
央
最
上
部
、

そ
の
左
下
に
安
信
と
二
人
の
息
子
時
信
・
親
信
が
続
き
、
探
幽
の
右
下
に
探
信
・
探
雪

と
い
う
よ
う
に
序
列
に
応
じ
て
描
く
場
所
が
決
め
ら
れ
て
い
る
が
、
両
家
の
間
に
描
く

場
所
を
与
え
ら
れ
た
常
信
と
益
信
は
左
右
幅
で
描
く
場
所
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。
上

位
の
絵
師
で
場
所
が
変
わ
る
の
は
こ
の
二
人
の
み
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
後
も
益
信

と
常
信
の
序
列
に
つ
い
て
は
、
不
規
則
な
変
化
が
起
き
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

貞
享
二
年（
一
六
八
五
）の
安
信
歿
後
は
、
二
番
手
の
常
信
が
そ
の
ま
ま
筆
頭
に
な
っ

た
と
推
測
さ
れ
、
家
格
的
に
も
矛
盾
し
な
い
。
松
嶋
氏
も
常
信
が
元
禄
二
年
に
安
信
の

「
賢
聖
障
子
」、
そ
の
六
年
後
に
探
幽
の
「
賢
聖
障
子
」
を
写
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
筆

頭
絵
師
に
許
さ
れ
る
「
賢
聖
障
子
を
描
く
権
限
」
を
元
禄
初
期
に
は
常
信
が
握
っ
て
い

た
と
推
察
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
元
禄
四
年
、
法
眼
に
叙
さ
れ
た
の
は
五
十
六
歳
の

常
信
で
は
な
く
、
六
十
七
歳
の
益
信
で
あ
っ
た
。
益
信
は
狩
野
御
三
家
で
も
な
く
、
先

学
で
は
三
番
手
に
落
ち
て
い
た
と
推
測
さ
れ
て
い
た
。
探
信
が
五
十
九
歳（
正
徳
五
年
・

一
七
一
五
）、
安
信
が
五
十
歳（
寛
文
二
年
・
一
六
六
二
）で
法
眼
に
叙
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

考
え
れ
ば
、
常
信
が
法
眼
に
叙
さ
れ
て
い
な
い
の
が
不
思
議
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
元
禄

五
年
四
月
益
信
・
常
信
・
探
雪
合
筆
「
釘
抜
念
仏
縁
起
絵
巻
」（
輪
王
寺
蔵
）で
は
、
画
が

三
図
、
益
信
「
覚
源
の
臨
終
」・
探
雪
「
閻
魔
王
宮
」・
常
信
「
釘
念
仏
御
札
の
印
施
授

与
」
の
順
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
当
然
、
益
信
の
み
落
款
に
「
法
眼
益
信
筆
」
と
僧
位

を
冠
す
る
こ
と
が
で
き
、
堂
々
と
巻
頭
を
飾
っ
て
い
る
。

以
上
の
如
く
、
天
和
二
年
の
贈
朝
屛
風
か
ら
御
成
御
殿
を
含
む
元
禄
期
の
画
事
を
辿

れ
ば
、
常
信
・
益
信
・
探
信
の
序
列
の
入
れ
替
わ
り
が
頻
繁
に
起
き
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
し
か
し
、
将
軍
画
像
・
贈
朝
屛
風
・
御
殿
や
御
所
障
壁
画
を
始
め
と
す
る
幕
府
権

威
に
関
わ
る
重
大
な
画
事
で
の
序
列
、
す
な
わ
ち
名
順
を
通
覧
し
て
も
、
基
本
的
に
筆

頭
の
転
換
期
と
な
る
の
は
、
絵
師
が
歿
し
た
時
、
あ
る
い
は
家
督
相
続
時
な
ど
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
名
順
筆
頭
と
し
て
あ
り
続
け
た
の
は
常
信
で
、
常
信
・
益
信
・
探
信
の

序
列
が
変
化
す
る
よ
う
に
み
え
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
各
画
事
で
の
〈
担
当
〉
の
変
化

で
あ
り
、
そ
の
背
景
に
は
注
文
主
の
意
向
や
当
時
の
絵
師
た
ち
を
取
り
巻
く
状
況
が
関

わ
っ
て
い
た
と
考
え
た
方
が
適
当
に
思
え
る
。
た
だ
し
、
益
信
が
二
人
に
先
ん
じ
て
法

眼
に
叙
さ
れ
た
と
い
う
問
題
は
残
る
。
こ
の
理
由
は
不
明
だ
が
、
江
戸
時
代
前
半
ま
で

は
、
僧
位
の
有
無
は
絵
師
の
序
列
に
明
確
に
連
動
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
江
口
恒
明

氏
の
指
摘
も
あ
る
。
十
七
世
紀
末
の
狩
野
派
で
は
主
要
絵
師
中
、
最
年
長
で
あ
る
益
信

が
常
信
と
と
も
に
重
要
な
任
を
担
当
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
考
え
た
い
。
ま
た
こ
れ
ら
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の
こ
と
は
、
注
文
主
な
ど
の
背
景
が
詳
ら
か
で
は
な
い
単
一
の
画
事
の
み
で
狩
野
派
の

名
順
を
導
き
出
す
の
は
容
易
で
は
な
い
こ
と
も
示
し
て
い
る
。

さ
て
、
前
置
き
が
長
く
な
っ
た
が
、
御
成
御
殿
で
の
狩
野
派
の
序
列
を
考
え
る
に
は
、

以
上
の
よ
う
な
背
景
は
重
要
で
あ
る
。
元
禄
七
年
に
益
信
が
七
十
歳
で
歿
し
た
後
も
、

家
格
と
年
齢
か
ら
常
信
が
名
順
筆
頭
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
が
、
画
事
に
よ
っ
て
今

度
は
探
信
が
狩
野
派
を
率
い
て
い
た
こ
と
が
御
成
御
殿
か
ら
分
か
る
。
こ
こ
で
常
信
に

代
わ
っ
て
探
信
が
選
ば
れ
た
理
由
は
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
る
が
、
尾
張
家
の
意
向
で
取

り
立
て
ら
れ
た
と
は
考
え
難
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
の
理
由
で
は
常
信
が
永
叔
よ
り
も

下
位
に
位
置
し
、
手
鑑
で
は
常
信
に
代
わ
り
山
下
家
の
春
笑
が
選
ば
れ
た
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
は
説
明
で
き
な
い
。
例
え
ば
、
常
信
に
優
先
す
べ
き
他
の
画
事
が
あ
っ
た
た
め

御
成
御
殿
で
は
関
与
が
最
低
限
と
な
り
、
探
信
、
探
雪
、
そ
し
て
未
だ
若
い
永
叔
よ
り

も
年
長
と
考
え
ら
れ
る
洞
春
が
画
事
を
先
導
し
た
と
考
え
る
方
が
蓋
然
性
は
高
い
。
い

ず
れ
に
せ
よ
探
信
は
、
大
名
の
私
的
空
間
で
は
な
い
御
成
御
殿
と
い
う
幕
府
の
絵
師
を

ほ
ぼ
総
動
員
す
る
将
軍
の
た
め
の
作
事
に
お
い
て
、
最
上
位
に
立
つ
こ
と
を
認
め
ら
れ

る
ほ
ど
の
絵
師
で
あ
っ
た
。
将
軍
が
歿
し
た
直
後
、
そ
の
画
像
は
代
々
狩
野
派
の
名
順

筆
頭
に
よ
っ
て
描
か
れ
る
が
、
宝
永
六
年（
一
七
〇
九
）の
常
憲
院（
綱
吉
）画
像
を
担
当

し
た
の
は
探
信
で
あ
り
、
常
信
で
は
な
い
理
由
は
不
明
と
さ
れ
て
き
た
。
前
年
の
宝
永

五
年
の
御
所
造
営
で
筆
頭
で
あ
っ
た
の
は
常
信
で
あ
り
、
さ
ら
に
家
宣
襲
職
祝
賀
に
関

わ
る
正
徳
元
年
贈
朝
屛
風
で
も
筆
頭
は
常
信
で
あ
る
。
宝
永
六
年
時
の
み
名
順
筆
頭
が

探
信
に
入
れ
替
わ
っ
た
と
考
え
る
理
由
は
見
当
た
ら
ず
、
最
重
要
な
画
事
で
あ
っ
て
も

常
信
に
代
わ
り
探
信
が
請
け
負
う
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
探
信
を
著
し
く
低

く
評
価
す
る
研
究
も
あ
る
が
、
御
成
御
殿
の
資
料
に
よ
っ
て
探
信
が
如
何
に
重
要
な
絵

師
で
あ
っ
た
か
を
再
確
認
で
き
る
。
ち
な
み
に
、
麴
町
屋
敷
御
成
の
四
年
後
、
元
禄

十
五
年
に
綱
吉
は
前
田
家
に
御
成
を
行
っ
て
い
る
。「
太
閤
并
将
軍
家
御
成
記（
写
本
）」

（
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
蔵
）に
よ
っ
て
前
田
家
の
御
成
御
殿
の
障
壁
画
の
一

部
が
判
明
し
、
既
に
佐
藤
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
前
田
家
で
は
御
成
書
院
を

常
信
、
奥
書
院
を
探
信
、
休
息
之
間
を
永
叔
、
玄
関
を
探
雪
、
附
属
的
な
殿
舎
で
あ
る

小
座
敷
を
洞
春
が
担
当
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
記
録
に
は
表
書
院
に
該
当
す
る
殿
舎
の

記
録
が
な
い
こ
と
を
佐
藤
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
た
め
、
表
書
院
を
探
信
が
担
当
し
て

い
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
常
信
の
活
躍
が
窺
え
、
成
長
し
た
永
叔
が
洞
春
よ

り
も
格
上
の
殿
舎
を
担
当
し
た
。

常
信
が
江
戸
で
賢
聖
障
子
絵
を
揮
毫
し
た
宝
永
五
年
の
御
所
造
営
で
は
、
清
涼
殿

上
段
を
は
じ
め
主
要
な
空
間
を
担
当
し
た
の
が
永
叔
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
清
涼
殿
中

段
、
小
御
所
上
段
な
ど
を
担
当
し
た
探
信
、
常
御
殿
上
段
な
ど
を
担
当
し
た
洞
春
が
続

く
。
さ
ら
に
、
正
徳
元
年
の
贈
朝
屛
風
の
名
順
は
常
信
・
永
叔
・
探
信
・
探
雪
・
洞
春

で
あ
る
。
か
つ
て
寛
文
二
年
の
御
所
造
営
で
は
探
幽
が
探
信（
十
歳
）を
宗
家
嗣
子
時
信

（
二
十
一
歳
）と
同
格
に
引
き
上
げ
た
が
、
常
信
や
探
信
は
息
子
た
ち
よ
り
も
宗
家
の
永

叔
の
序
列
を
上
げ
た
の
で
あ
る
。
松
嶋
氏
は
こ
の
永
叔
出
世
か
ら
、
晩
年
の
常
信
が
思

う
ま
ま
に
権
力
を
振
る
え
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
御
成
御
殿
の
記

録
に
よ
っ
て
、
宝
永
五
年
の
御
所
造
営
よ
り
も
十
年
も
遡
る
時
か
ら
常
信
は
息
子
周
信

よ
り
十
五
歳
も
若
い
永
叔
を
上
位
と
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
先
学
の
通
り
、
安
信

派
が
常
信
と
対
立
し
て
い
た
と
し
て
も
既
に
泉
下
の
人
と
な
り
、
二
十
四
歳
の
若
き
永

叔
を
取
り
立
て
ね
ば
な
ら
な
い
圧
力
的
要
因
は
見
当
た
ら
な
い
。
む
ろ
ん
、
幕
府
に
も

な
い
。
幕
府
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
狩
野
家
が
鍛
冶
橋
・
中
橋
・
木
挽
町（
竹
川
町
）の
三

家
に
分
か
れ
た
時
よ
り
、
三
家
内
で
の
家
系
上
の
上
下
関
係
は
意
味
を
な
さ
な
か
っ
た

と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
宗
家
と
は
別
に
探
幽
や
常
信
と
い
っ
た
実
質
の
裁
量

権
を
持
つ
指
導
者
が
登
場
で
き
た
の
で
あ
る
。
六
代
将
軍
家
宣
が
宗
家
を
無
視
し
て
、

常
信
の
次
男
岑
信
を
頂
点
と
し
た
狩
野
派
の
再
編
を
目
論
ん
だ
の
が
何
よ
り
の
証
拠
で

（
32
）

（
33
）

（
34
）

（
35
）

（
36
）

（
37
）

（
38
）

（
39
）



尾
張
家
麴
町
屋
敷
御
成
御
殿
の
障
壁
画
に
つ
い
て

一
二

あ
る
。
永
叔
出
世
の
背
景
に
は
、
宗
家
を
中
心
と
す
る
秩
序
だ
っ
た
狩
野
派
体
制
の
維

持
と
い
う
狙
い
が
常
信
や
探
信
に
あ
っ
た
た
め
と
推
測
し
た
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る

と
、
安
信
派
に
出
世
を
阻
ま
れ
た
常
信
と
い
う
動
き
が
本
当
に
あ
っ
た
の
か
は
、
更
な

る
検
証
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

（
二
）　
そ
の
他
の
狩
野
家

狩
野
御
三
家
以
外
で
は
、
家
格
通
り
洞
春
、
山
下
家
の
春
笑
が
別
格
の
扱
い
を
受
け

て
い
る
。
こ
の
他
に
優
遇
さ
れ
て
い
る
の
が
、
湯
殿
上
間
を
担
当
し
た
当
時
最
年
長
の

麻
布
一
本
松
家
休
圓
と
、
最
も
多
く
の
障
壁
画
を
担
当
し
、
御
成
書
院
で
は
三
之
間
を

任
さ
れ
た
築
地
小
田
原
家
柳
雪
で
あ
っ
た
。

ま
ず
、
各
家
の
動
き
を
確
認
し
て
お
く
と
、
元
禄
九
年（
一
六
九
六
）か
ら
十
三
年
ま

で
に
築
地
小
田
原
・
芝
金
杉
片
町
・
浅
草
猿
屋
町
代
地
・
神
田
松
永
町
・
浅
草
猿
屋
町

代
地
分
家
の
五
家
に
相
次
い
で
屋
敷
が
下
賜
さ
れ
る
な
ど
、
狩
野
派
の
再
編
が
行
わ
れ

た
。
宝
永
七
年（
一
七
一
〇
）に
は
木
挽
町
家
に
二
百
石
の
知
行
地
、
同
時
期
に
築
地
小

田
原
・
浅
草
猿
屋
町
代
地
・
根
岸
御
行
松
・
芝
金
杉
片
町
に
五
人
扶
持
が
与
え
ら
れ
た
。

一
方
で
狩
野
永
徳
の
弟
休
伯
長
信
に
繋
が
る
名
家
で
あ
る
十
四
人
扶
持
の
御
徒
士
町
家

と
十
人
扶
持
の
麻
生
一
本
松
家
の
二
家
を
、
五
人
扶
持
と
減
ら
し
、
他
の
家
と
待
遇
を

揃
え
て
い
る
。

こ
の
再
編
期
の
画
事
で
あ
る
御
成
御
殿
を
再
び
み
る
と
、
最
年
長
で
麻
生
一
本
松
家

の
休
圓
に
は
湯
殿
上
之
間
を
任
せ
て
は
い
る
が
、
格
が
高
い
は
ず
の
下
谷
御
徒
士
町
家

の
休
碩（
四
十
六
歳
）は
目
立
っ
た
活
躍
を
し
て
お
ら
ず
、
門
人
筋
の
柳
雪（
五
十
二
歳
）が

重
用
さ
れ
る
な
ど
、
駿
河
台
・
山
下
家
を
除
い
て
家
筋
に
対
す
る
優
劣
意
識
は
こ
の
頃

よ
り
既
に
薄
ま
っ
て
い
る
。

三
　
御
成
御
殿
障
壁
画
に
つ
い
て

（
一
）　
画
題

殿
舎
の
空
間
に
は
そ
れ
ぞ
れ
役
割
と
機
能
が
あ
り
、
序
列
も
具
備
さ
れ
て
い
た
。
そ

れ
ら
の
空
間
を
分
節
す
る
の
が
障
壁
画
で
あ
り
、
空
間
の
格
と
機
能
に
応
じ
て
、
和
漢

の
画
題
や
彩
色
、
画
体
な
ど
の
形
式
が
選
ば
れ
た
。
空
間
と
障
壁
画
の
関
係
に
つ
い
て

は
、
京
狩
野
家
三
代
永
納
著
『
本
朝
画
史
』（
延
宝
六
年
〈
一
六
七
八
〉
序
）巻
第
四
「
狩

野
家
累
世
所
用
画
法
」
に
そ
の
式
法
が
載
る
。
内
容
は
、
最
も
内
向
き
の
儀
礼
が
執
り

行
わ
れ
る
黒
書
院
な
ど
の
殿
中
上
段
は
水
墨
山
水
、
白
書
院
な
ど
内
々
の
謁
見
の
場
で

あ
る
中
段
は
淡
彩
人
物
、
大
広
間
な
ど
対
外
的
な
接
客
空
間
で
あ
る
下
段
は
濃
彩
花

鳥
、
庇
間
は
走
獣
と
な
る
。
担
当
す
る
絵
師
の
格
は
、
儀
礼
の
中
心
と
な
る
大
広
間
を

最
上
位
の
絵
師
が
担
当
す
る
。
名
古
屋
城
本
丸
御
殿
や
江
戸
城
の
障
壁
画
も
、
こ
の
式

法
と
概
ね
軌
を
一
に
す
る
。
一
方
、
御
成
御
殿
で
は
、
各
殿
舎
の
主
要
な
部
屋
の
障
壁

画
の
画
題
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

玄
関　
　
　
　

式
台
・
溜
之
間　
　
　

老
松　

　
　
　
　
　
　

客
座
敷
・
客
座
敷
次　

苅
田
ニ
雁

表
書
院　
　
　

上
段
・
下
段　
　
　
　

若
松
に
梅

　
　
　
　
　
　

三
之
間　
　
　
　
　
　

若
松
に
海
棠

　
　
　
　
　
　

溜
之
間　
　
　
　
　
　

若
竹
に
海
棠

御
成
書
院　
　

上
段
・
下
段
・
次　
　

吉
野

　
　
　
　
　
　

三
之
間　
　
　
　
　
　

山
吹

御
休
息
之
間　

上
段
・
下
段
・
次　
　

大
和
耕
作　

（
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一
三

奥
御
座
敷　
　

上
段
・
下
段
・
次　
　

浜
松
に
桜

　
　
　
　
　
　

三
之
間　
　
　
　
　
　

秋
の
野

　
　
　
　
　
　

納
戸
構
・
西
溜
な
ど　

熊
笹
に
南
天

彩
色
は
不
明
で
あ
る
が
、
式
法
と
は
異
な
る
こ
と
が
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
御
成
御
殿
の
場
合
、
基
本
的
に
は
将
軍
と
尾
張
家
と
の
間
で
の
儀
礼
で
あ
り
、
奥

か
ら
表
へ
と
客
の
格
式
が
変
化
す
る
殿
舎
で
は
な
い
た
め
、
そ
も
そ
も
式
法
に
従
う
必

要
が
あ
っ
た
の
か
は
疑
問
で
あ
る
。
各
殿
舎
の
機
能
と
画
題
を
比
べ
て
画
題
選
定
の
理

由
を
考
察
す
る
。
ち
な
み
に
、
御
成
御
殿
は
名
古
屋
城
本
丸
御
殿
上
洛
殿
と
同
じ
く
、

将
軍
が
上
座
、
尾
張
家
が
下
座
と
な
る
主
客
逆
転
の
将
軍
の
た
め
の
御
殿
で
あ
る
。

ま
ず
は
玄
関
で
、
通
常
、
武
家
殿
舎
の
玄
関（
遠
侍
）に
は
虎
図
が
用
い
ら
れ
た
が
、

御
成
御
殿
で
は
異
な
る
。
朝
日
美
砂
子
氏
に
よ
れ
ば
、虎
図
が
玄
関
に
選
ば
れ
る
の
は
、

霊
獣
の
虎
を
従
え
る
真
の
支
配
者
の
空
間
が
奥
に
広
が
る
こ
と
を
知
ら
し
め
る
役
割
が

あ
っ
た
た
め
と
い
う
。
権
力
の
表
象
装
置
で
あ
り
、
御
成
御
殿
で
虎
図
が
用
い
ら
れ
な

か
っ
た
の
は
、
将
軍
の
近
親
者
で
あ
る
尾
張
家
と
の
間
に
、
そ
の
よ
う
な
装
置
が
必
要

で
は
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
の
御
成
で
は
、
本
来
、
最
初
に
行
わ
れ
る
三
献
の

儀
が
三
番
目
の
行
事
と
な
っ
て
お
り
、
主
従
関
係
を
確
認
す
る
儀
式
は
形
骸
化
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
元
禄
期
と
い
う
徳
川
将
軍
家
の
絶
対
性
が
確
立
さ
れ
た
後
で
あ
っ
た
た

め
と
さ
れ
て
お
り
、
権
力
の
視
覚
化
も
積
極
的
に
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
二
条
城
の
遠
侍
は
二
つ
に
分
か
れ
て
お
り
、
一
之
間
か
ら
三
之
間
は
「
竹
林
群

虎
図
」
だ
が
、
朝
廷
か
ら
の
使
者
を
迎
え
る
勅
使
之
間
と
そ
の
予
備
的
な
部
屋
と
み
ら

れ
る
四
之
間
か
ら
六
之
間
は
花
木
・
花
鳥
図
で
統
一
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
訪
問
者
に

応
じ
て
玄
関
の
画
題
は
変
化
し
て
い
る
。

次
に
表
書
院
と
御
成
書
院
は
、
最
も
格
式
が
高
い
広
間
に
相
当
す
る
は
ず
で
、
花
鳥

図
が
ふ
さ
わ
し
い
。
し
か
し
、御
成
書
院
は
「
吉
野
」
と
あ
り
、人
事
風
俗
描
写
を
伴
っ

て
い
れ
ば
名
所
風
俗
図
の
範
疇
と
な
る
。
風
俗
図
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
将
軍
が
御
三

家
な
ど
と
謁
見
し
た
白
書
院
、
対
面
所
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
画
で
あ
る
た
め
、
御
成
書

院
に
も
適
切
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
た
だ
し
、
麴
町
屋
敷
御
成
で
は
儒
学
を
尊
重
し

た
綱
吉
に
よ
っ
て
講
義
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
人
物
画
と
し
て
求
め
ら
れ
る

の
は
儒
教
思
想
に
基
づ
く
帝
鑑
図
が
ふ
さ
わ
し
く
思
え
る
。
こ
こ
で
帝
鑑
図
が
選
ば
れ

て
い
な
い
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
や
は
り
御
成
書
院
の
「
吉
野
」
は
表
書
院
と
同
じ
く

広
間
格
と
し
て
の
花
鳥
図
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

休
息
之
間
の
「
大
和
耕
作
」
は
、
江
戸
城
で
も
本
丸
御
殿
中
奥
の
休
息
之
間
と
江
戸

城
西
之
丸
御
殿
中
奥
の
溜（
休
息
之
次
之
間
）に
用
い
ら
れ
た
奥
向
き
の
画
題
で
あ
る
。

奥
御
座
敷
の
「
浜
松
に
桜
」
も
江
戸
城
で
は
西
丸
御
殿
中
奥
の
休
息
之
間
の
「
須
磨
・

明
石
図
」
の
海
浜
景
と
イ
メ
ー
ジ
が
重
な
る
。
須
磨
・
明
石
図
は
名
所
絵
だ
が
、
そ
も

そ
も
浜
松
図
自
体
、
名
所
絵
に
端
を
発
し
た
は
ず
で
あ
り
、
須
磨
・
明
石
な
ど
の
海
浜

名
所
と
結
び
付
け
ら
れ
て
鑑
賞
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
御
成

御
殿
に
は
、
各
殿
舎
の
機
能
に
適
し
た
画
題
が
選
ば
れ
た
と
い
え
る
。

次
に
画
の
季
節
を
み
る
と
、
表
書
院
、
御
成
書
院
の
主
要
な
部
屋
は
新
春
か
ら
春
の

景
物
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
御
成
御
殿
全
体
に
共
通
す
る
こ
と
だ
が
、
廊
下
や

殿
舎
と
殿
舎
を
繋
ぐ
部
屋
に
は
初
夏
か
ら
秋
の
景
物
が
選
ば
れ
て
い
る
。
一
方
、
部
屋

毎
に
季
節
を
変
え
て
い
る
の
が
奥
御
座
敷
で
あ
る
。
夏
景
は
な
い
が
、
名
古
屋
城
本
丸

御
殿
表
書
院
、
二
条
城
二
之
丸
御
殿
の
黒
書
院
も
同
様
に
夏
景
を
欠
い
て
季
節
を
巡
ら

す
。
武
家
殿
舎
障
壁
画
で
は
、
こ
の
よ
う
に
部
屋
毎
で
季
節
が
順
行
す
る
例
が
多
く
、

主
要
な
部
屋
を
一
季
の
み
で
統
一
す
る
例
は
む
し
ろ
珍
し
い
。
二
条
城
二
之
丸
御
殿
大

広
間
の
松
図
や
名
古
屋
城
本
丸
御
殿
の
遠
侍
の
虎
図
も
季
節
の
順
行
は
企
図
さ
れ
て
い

な
い
が
、
こ
れ
ら
は
吉
祥
性
や
権
力
高
揚
と
結
び
付
く
画
題
で
あ
り
、
季
節
の
景
物
に
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一
四

主
眼
を
お
く
御
成
御
殿
の
表
書
院
、
御
成
書
院
と
は
性
格
が
異
な
る
。

こ
こ
で
推
測
す
る
な
ら
ば
、
最
上
位
の
殿
舎
で
は
主
要
な
部
屋
の
季
節
を
新
春
か
ら

春
で
統
一
し
、
玄
関
・
奥
御
座
敷
・
休
息
之
間
で
は
季
節
を
部
屋
ご
と
に
順
行
さ
せ
て

い
た
の
で
は
な
い
か
。
休
息
之
間
「
大
和
耕
作
」
が
、
上
段
・
下
段
・
御
次
の
三
部
屋

と
も
に
田
植
え
の
情
景
で
あ
る
と
は
考
え
難
く
、
田
植
え
か
ら
収
穫
へ
季
節
が
移
り
変

わ
っ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
玄
関
に
つ
い
て
も
御
客
座
敷
が
秋
の

「
苅
田
ニ
雁
」
で
あ
り
、
春
の
一
季
の
み
で
は
な
い
。
以
上
、
画
題
に
つ
い
て
考
察
を

進
め
る
と
、
江
戸
時
代
前
期
の
狩
野
派
の
障
壁
画
の
式
法
と
は
様
々
に
異
な
る
点
が
あ

る
。

（
二
）　
金
の
加
飾

『
信
長
公
記
』
を
は
じ
め
と
す
る
諸
資
料
に
よ
っ
て
、
安
土
城
の
天
守
や
御
殿
の
障

壁
画
が
「
惣
金
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
近
世
初
期
に
は
総
金
箔

押
地
の
障
壁
画
が
御
殿
の
中
枢
空
間
を
飾
っ
た
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
現
存
す
る
名

古
屋
城
本
丸
御
殿
、
二
条
城
二
之
丸
御
殿
も
ま
た
総
金
箔
押
地
が
主
流
で
あ
る
。
一

方
、
御
成
御
殿
で
は
金
の
加
飾
に
対
す
る
価
値
観
が
異
な
る
。「
押
箔
砂
子
」・「
泥
引

砂
子
」・「
う
す
泥
引
」・「
惣
金
」
が
用
い
ら
れ
、
御
成
書
院
と
表
書
院
、
表
書
院
と
連

な
る
奥
御
小
座
敷
で
は
溜
間
や
廊
下
に
至
る
ほ
ぼ
全
て
が
「
押
箔
砂
子
」
で
統
一
さ
れ
、

さ
ら
に
御
成
書
院
に
繋
が
る
廊
下
も
全
て
同
様
で
あ
る
。
一
方
の
玄
関
は
、
式
台（「
絵

割
」
で
は
「
御
玄
関
」
と
の
み
表
記
）と
溜
之
間
が
「
押
箔
砂
子
」、
御
客
座
敷
と
御
客
座

敷
御
次
が
「
う
す
泥
引
」、
そ
し
て
溜
之
間
が
「
惣
金
」
で
あ
る
。
奥
御
座
敷
も
上
段

か
ら
三
之
間
は
「
押
箔
砂
子
」、
対
し
て
納
戸
構
と
廊
下
は
「
惣
金
」
で
あ
る
。
休
息

之
間
は
上
段
・
下
段
・
御
次
が
「
泥
引
砂
子
」、
廊
下
が
「
押
箔
砂
子
」
と
、
他
の
殿

舎
と
金
の
加
飾
が
逆
転
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
廊
下
が
「
押
箔
砂
子
」
な
の
は
御
成
書

院
へ
繋
が
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
表
御
小
座
敷
は
上
段
・
御
次
・
舞
台
が
「
泥
引
砂
子
」

で
、
表
書
院
へ
繋
が
る
廊
下
を
除
き
、
残
り
は
全
て
「
惣
金
」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

最
上
位
の
殿
舎
は
「
押
箔
砂
子
」
で
統
一
し
、
そ
れ
以
外
で
は
部
屋
の
格
に
合
わ
せ
て

「
押
箔
砂
子
」・「
泥
引
砂
子
」・「
う
す
泥
引
」・「
惣
金
」
の
順
に
序
列
を
つ
け
て
い
る

こ
と
は
明
確
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
名
古
屋
城
や
二
条
城
で
は
、
殿
舎
内
の
金
の
加
飾

法
は
基
本
的
に
統
一
し
、
部
屋
ご
と
に
金
の
加
飾
は
変
え
て
い
な
い
。

各
技
法
に
つ
い
て
は
記
述
内
容
か
ら
想
像
で
き
る
が
、
総
金
箔
押
地
に
砂
子
や
泥
が

用
い
ら
れ
た
場
合
、「
押
箔
砂
子
」
か
「
惣
金
」
の
ど
ち
ら
に
属
す
の
か
。
仮
に
「
押

箔
砂
子
」
と
捉
え
た
場
合
、
最
上
位
の
部
屋
が
総
金
箔
押
地
、
そ
れ
に
次
ぐ
部
屋
が
泥

引
砂
子
、
下
位
の
部
屋
が
再
び
総
金
箔
押
地
と
、
部
屋
の
格
と
矛
盾
す
る
場
合
が
有
り

得
て
し
ま
う
。
宝
永
五
年
の
御
所
造
営
に
関
わ
る
「
禁
裏
御
絵
割
並
坪
附
」
で
も
「
惣

金
」「
雲
箔
砂
子
」「
砂
子
泥
引
」
と
金
の
加
飾
を
三
つ
に
分
類
し
て
お
り
、「
総
金
箔

押
地
に
砂
子
や
泥
」
は
「
惣
金
」
に
分
類
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
決
定
的
な
の
は
、
後
述

す
る
「
惣
金
」
の
実
例
が
現
存
す
る
贈
朝
屛
風
で
、
総
金
箔
押
地
に
砂
子
や
金
泥
を
加

え
て
も
「
惣
金
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
御
成
御
殿
で
も
「
総
金
箔

押
地
に
砂
子
や
泥
」
は
「
惣
金
」
と
見
做
し
て
よ
い
。

こ
こ
で
金
の
加
飾
に
つ
い
て
簡
単
に
確
認
し
て
お
く
と
、
室
町
時
代
に
お
け
る
金
屛

風
と
は
金
磨
付
屛
風
を
指
し
、
ハ
レ
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
調
度
で
あ
っ
た
と
い
う
。
金

磨
付
と
は
、
金
砂
子
や
切
箔
を
料
紙
に
撒
き
つ
め
た
り
、
金
泥
を
塗
布
し
た
り
し
て
磨

き
つ
け
た
屛
風
と
解
釈
さ
れ
て
お
り
、「
日
月
山
水
図
屛
風
」（
重
要
文
化
財
・
東
京
国
立

博
物
館
蔵
）や
「
日
月
山
水
図
屛
風
」（
重
要
文
化
財
・
金
剛
寺
蔵
）な
ど
が
近
い
表
現
と
み

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
磨
付
け
の
屛
風
は
中
世
末
か
ら
近
世
へ
移
行
す
る
際
に
、
狩

野
派
に
よ
っ
て
惣
金
屛
風
へ
取
っ
て
替
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
金
を
磨
き
つ
け
る
工
程
の

手
間
と
、
金
泥
・
金
砂
子
な
ど
の
大
量
使
用
に
よ
る
高
額
消
費
を
解
消
す
る
た
め
で

（
47
）
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一
五

あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
惣
金
」
形
式
が
先
述
の
如
く
、
安
土

城
を
は
じ
め
武
家
殿
中
や
御
所
ま
で
悉
く
主
要
な
空
間
を
荘
厳
し
た
の
で
あ
る
。

で
は
、「
惣
金
」
が
下
位
に
な
っ
た
転
換
期
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
ま
ず
思
い
浮
か

ぶ
の
が
探
幽
の
名
古
屋
城
上
洛
殿
障
壁
画
で
あ
ろ
う
か
。
広
大
な
余
白
に
金
砂
子
を
撒

き
、
飄
逸
な
水
墨
と
淡
彩
で
表
さ
れ
た
帝
鑑
図
と
花
鳥
図
は
、
瀟
洒
美
を
賛
美
す
る
新

時
代
の
絵
画
様
式
と
し
て
評
さ
れ
て
き
た
の
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
名

古
屋
城
上
洛
殿
は
、
黒
書
院
あ
る
い
は
白
書
院
に
相
当
す
る
殿
舎
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

障
壁
画
の
式
法
か
ら
み
れ
ば
、「
惣
金
」
に
は
な
り
難
い
。「
惣
金
」
が
下
位
に
な
っ

た
こ
と
が
確
実
な
の
は
、
麴
町
屋
敷
御
成
よ
り
も
半
世
紀
も
時
代
の
下
る
贈
朝
屛
風

で
あ
る
。
寛
延
元
年（
一
七
四
八
）第
十
回
贈
朝
屛
風
で
は
「
雲
薄
泥
引
砂
子
」「
雲
薄
泥

砂
子
」（
雲
形
を
金
泥
引
に
し
金
砂
子
を
散
ら
す
）、「
雲
薄
砂
子
」（
雲
形
を
砂
子
の
み
）、「
雲

箔
砂
子
引
」（
雲
箔
押
砂
子
引
）、「
惣
金
」
な
ど
が
あ
る
。
そ
し
て
、
狩
野
派
筆
頭
で
あ
っ

た
中
橋
家
四
代
英
信（
一
七
一
七
〜
六
三
）の
屛
風
が
「
雲
薄
泥
引
砂
子
」
で
あ
っ
た
の

に
対
し
、「
惣
金
」
屛
風
を
担
当
し
た
の
は
い
ず
れ
も
表
絵
師
で
あ
っ
た
。
幸
い
に
し

て
、
こ
の
「
惣
金
」
屛
風
の
内
の
一
つ
で
あ
る
根
岸
御
行
松
家
三
代
友
甫（
生
年
未
詳
〜

一
七
六
二
）筆
「
苅
田
雁
秋
草
図
屛
風
」（
韓
国
宮
中
遺
物
展
示
館
蔵
）が
現
存
し
、「
惣
金
」

と
は
素
地
を
残
し
な
が
ら
も
金
雲
が
画
面
を
覆
い
金
地
化
し
た
画
面
を
も
指
し
て
い
る

と
分
か
る
。
ま
た
、
こ
の
惣
金
屛
風
に
は
砂
子
も
撒
か
れ
て
お
り
、
先
に
推
測
し
た

「
惣
金
」
の
定
義
を
傍
証
す
る
。
こ
の
第
十
回
以
前
で
は
「
金
地
画
屛
風
」
や
「
金
地

彩
色
」
で
表
記
が
統
一
さ
れ
て
し
ま
い
、
金
の
加
飾
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

以
上
の
如
く
、
麴
町
屋
敷
御
成
御
殿
は
公
的
な
画
事
に
お
い
て
「
押
箔
砂
子
」
が
格

上
に
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
最
初
の
例
と
し
て
も
重
要
で
あ
る
が
、
最
後
に
も
う
一
つ

考
え
る
べ
き
は
御
所
造
営
で
あ
る
。
実
は
、
宝
永
五
年
の
御
所
造
営
で
は
清
涼
殿
や
常

御
殿
な
ど
の
上
位
の
空
間
は
「
惣
金
」
で
、
例
え
ば
常
御
殿
四
之
間
が
「
雲
箔
砂
子
」、

東
縁
側
折
廻
り
壱
間
半
張
付
之
所
が
「
砂
子
泥
引
」
と
、
惣
金
が
上
位
の
ま
ま
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
こ
の
金
の
加
飾
の
問
題
は
、
武
家
の
画
事
に
限
ら
れ
る
可
能
性
も
あ

り
、
今
後
さ
ら
に
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

結
　
　
　
語

御
成
御
殿
に
関
す
る
資
料
は
、
元
禄
期
と
い
う
狩
野
派
の
体
制
を
窺
い
知
る
資
料
が

不
足
し
て
い
る
時
代
の
記
録
で
あ
り
、
極
め
て
貴
重
で
あ
る
。
絵
師
の
分
担
で
は
、
当

時
の
狩
野
派
の
筆
頭
絵
師
に
全
権
が
一
極
集
中
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
、
宗
家

永
叔
を
中
心
と
す
る
体
制
作
り
が
、
こ
の
頃
よ
り
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し

た
。
絵
画
的
特
質
で
は
、
ま
ず
狩
野
派
の
障
壁
画
の
式
法
と
は
異
な
り
、
各
空
間
に
ふ

さ
わ
し
い
画
題
が
適
宜
選
択
さ
れ
、
季
節
は
中
核
殿
舎
が
新
春
か
ら
春
の
一
季
の
み
で

統
一
さ
れ
て
い
る
。
最
も
興
味
深
い
の
は
様
式
で
、「
押
箔
砂
子
」
が
最
上
位
の
空
間

に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
襖
絵
以
外
で
も
屛
風
、
衝
立
は
全
て
「
押
箔
砂
子
」
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
名
古
屋
城
や
二
条
城
の
障
壁
画
の
特
徴
と
は
一
致
せ
ず
、
元
禄
期
の
新
た
な

武
家
御
殿
の
障
壁
画
様
式
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

し
か
し
、
大
名
家
の
御
殿
の
記
録
が
詳
細
に
残
さ
れ
て
い
る
の
は
稀
有
な
事
例
で
あ

り
、
御
成
御
殿
の
画
事
が
ど
こ
ま
で
正
統
な
様
式
で
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
特
殊
で

あ
っ
た
の
か
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
比
較
対
象
と
し
た
い
前
田
家
の
御
成
御
殿

は
、
表
書
院
と
い
う
最
重
要
殿
舎
の
存
在
の
有
無
が
不
明
で
、
御
殿
の
絵
図
も
残
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
比
較
が
難
し
い
。
現
状
を
比
較
し
て
も
、
仮
に
表
書
院
上
段
に
「
惣

金
」、「
帝
鑑
図
」
が
選
ば
れ
て
い
た
場
合
、
あ
る
い
は
担
当
絵
師
が
洞
春
で
あ
っ
た
場

合
、
考
察
結
果
が
意
味
を
成
さ
な
い
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
今
後
資
料
の
発
見
を
俟

ち
、
稿
を
改
め
た
い
。
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一
六

註（
1
）　

須
田
肇
「
将
軍
綱
吉
の
御
成
」（
徳
川
林
政
史
研
究
所
監
修
『
江
戸
時
代
の
古
文
書
を
読
む

─
元
禄
時
代
』
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
二
年
）。

（
2
）　

佐
藤
豊
三
「
将
軍
家
「
御
成
」
に
つ
い
て（
八
）─
徳
川
将
軍
家
の
御
成　

そ
の
三
─
徳
川

幕
府
安
定
期
の
御
成
」（『
金
鯱
叢
書
』
一
一
、
徳
川
黎
明
会
、
一
九
八
四
年
）。

（
3
）　
『
徳
川
将
軍
の
御
成
』（
徳
川
美
術
館
、
二
〇
一
二
年
）。

（
4
）　

綱
吉
と
千
代
姫
の
対
面
場
所
に
つ
い
て
は
、「
奥
御
小
座
敷
」
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
が（
前

掲
註（
2
）佐
藤
論
文
）、「
泰
心
院
様
御
代
公
辺
御
日
記　

第
四
十
九
冊
」（
徳
川
林
政
史
研
究

所
蔵
）の
元
禄
十
一
年
三
月
条
に「
一　

今
日
御
座
敷
飾
左
之
通
」と
あ
り
、「
御
成
書
院
」「
御

休
息
之
間
」「
表
御
書
院
」「
奥
御
小
座
敷
」「
表
御
小
座
敷
」
に
続
く
「
奥
御
座
敷
」
に
「
姫

君
様
御
顔
之
間
」
と
あ
る
。

（
5
）　

原
史
彦
「
作
品
解
№
45
〜
47　

御
成
御
用
ニ
関
ス
ル
留
帳
」（
前
掲
註（
3
）展
覧
会
図
録
）。

（
6
）　

御
成
御
殿
の
画
事
に
は
全
て
の
狩
野
家
が
参
加
し
た
と
述
べ
ら
れ
て
き
た
が（
前
掲
註

（
2
）佐
藤
論
文
）、
明
暦
三
年（
一
六
五
七
）に
山
下
家
の
家
督
を
弟
の
春
笑
へ
譲
り
、
自
身

は
深
川
水
場
家
を
立
て
た
梅
栄
知
信（
一
六
四
二
〜
一
七
〇
〇
）が
参
加
し
て
い
な
い
。
ま

た
、
浅
草
猿
屋
町
代
地
家
当
主
寿
石
敦
信
は
、
江
戸
へ
下
っ
て
き
た
の
が
元
禄
十
年
十
二
月

で
あ
っ
た
た
め
か
参
加
し
て
い
な
い
が
、
同
十
三
年
に
別
家
を
た
て
た
寿
石
の
弟
洞
元
は
参

加
し
て
い
る
。

（
7
）　

松
木
寛
「
狩
野
家
の
血
と
力（
一
）名
古
屋
城
障
壁
画
を
中
心
に
」（『
古
美
術
』
八
〇
、三
彩

新
社
、
一
九
八
六
年
）。

（
8
）　

他
に
は
洞
雪
が
担
当
し
た
翠
簾
屛
風
三
双
、「
拾
八
双
銀
之
千
筋
両
面
」「
弐
拾
五
双
吹
絵

両
面
」「
五
双
惣
金
両
面
」
と
い
っ
た
屛
風
も
載
る
。
ま
た
「
殿
様　

右
兵
衛
督
様　

摂
津

守
様　

出
雲
守
様　

但
馬
守
様　

稲
姫
様　

御
内
證
ゟ
御
献
上
之
御
道
具
」
に
も
「
御
広
間

方
江
拵
相
渡
御
道
具
」
と
し
て
洞
雪
の
屛
風
が
十
八
双
分
記
録
さ
れ
て
い
る
。

（
9
）　

衝
立
の
記
載
に
つ
い
て
は
、
永
叔
・
養
朴
・
探
信
・
探
雪
・
洞
春
と
宗
家
を
先
頭
に
し
て

い
る
点
で
他
の
道
具
の
表
記
と
絵
師
の
序
列
基
準
が
異
な
る
。
後
年
に
別
の
資
料
か
ら
ま
と

め
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
10
）　

掛
物
以
外
の
道
具
は
「
御
成
御
用
ニ
関
ス
ル
留
帳
」
に
書
き
留
め
ら
れ
て
お
り
、
中
に
は

表
具
や
骨
組
み
の
木
材
に
至
る
詳
細
な
仕
様
が
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
御
成
御
殿
の
画
事
で

誂
え
ら
れ
た
と
見
做
せ
る
。
特
に
、
各
道
具
は
障
壁
画
の
狩
野
派
絵
師
と
同
一
で
、
屛
風
で

は
絵
師
が
全
員
一
致
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
各
道
具
に
お
け
る
絵
師
の
分
担
数
や
担
当
箇
所

の
比
重
も
、
障
壁
画
の
絵
師
の
序
列
と
矛
盾
し
な
い
。

（
11
）　

所
用
者
が
判
明
す
る
例
で
は
、「
御
数
寄
屋
方
道
具
帳　

享
保
六
年
丑
年　

丑
ニ
渡
四
冊

之
内
改
御
用
人
幡
野
弥
五
兵
衛
大
目
付
埴
原
金
左
衛
門　

壱　

張
札
九
拾
四
釣
成
」
の
内

「
泉（

六
代
継
友
生
母
）

光
院
様
御
道
具
」
の
「（

三
番
御
長
持
）

同　

一 

右（
御
掛
物
）

同
断　

壱
幅
箱
入　

中
竪
物
絹
地
西
王
母　

狩
野
探

雪
筆
」・「
同
一 

右
同
断　

壱
幅
箱
入　

中
竪
物
絹
地
瀧
ニ
梅　

狩
野
探
信
筆
」、「
正
徳
四

年
午
六
月　

中
御
数
寄
屋
道
具
」「
中
三
番
」
の
「
中
林
阿マ

マ

靖
左
右
真
山
水　

狩
野
探
雪
筆

　

享
保
三
年
戍　

此
三
幅　

阿（
継
友
正
室
）

己
君
様
江
被
為
進
之
ニ
テ
張
札
付
」
な
ど
が
あ
る
。

（
12
）　
「
元
禄
八
亥
頃
分
限
帳
」（
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
）に
「
御
絵
師　

廿
人
扶
持　

江
戸　

狩

野
洞
雲
」
と
あ
る
。

（
13
）　

宝
永
五
年
三
月
八
日
の
火
災
に
よ
っ
て
焼
失
し
た
御
所
の
再
建
の
際
、
洞
春
は
京
へ
上
り

障
壁
画
を
手
掛
け
て
い
る
の
で
、
そ
の
際
に
尾
張
に
立
ち
寄
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
14
）　
「
第
五
冊　

御
茶
道
方
江
拵
相
渡
御
道
具
」
所
収
「
御
前
御
道
具
」
に
よ
れ
ば
洞
春
は
「
風

呂
先
御
屛
風
」
も
手
掛
け
て
い
る
。

（
15
）　

常
信（
養
朴
）と
周
信（
如
川
）に
関
し
て
は
、『
鸚
鵡
籠
中
記
』
宝
永
七
年
十
二
月
十
九
日

条
に
「
養
卜
に
新
知
弐
百
石
被
下
」、「
如
川
に
十
人
扶
持
被
下
」
と
あ
る
が
、
尾
張
藩
の
公

的
な
資
料
か
ら
の
裏
付
け
は
取
れ
て
い
な
い
。

（
16
）　

松
木
寛
「
資
料
紹
介
「
御
本
丸
御
坐
敷
御
廊
下
絵
様
之
覚
」（
仙
台
市
博
物
館
蔵
）」（『
東
京

都
美
術
館
紀
要
』
一
〇
、
東
京
都
美
術
館
、
一
九
八
六
年
）。

松
嶋
雅
人
「
狩
野
派
に
お
け
る
序
列
の
問
題
─
養
朴
常
信
の
場
合
」（『
芸
術
学
学
報
』
三
、

金
沢
芸
術
学
研
究
会
、
一
九
九
六
年
）。

（
17
）　

武
田
恒
夫
『
狩
野
派
絵
画
史
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
）。

（
18
）　

藤
岡
通
夫
『
京
都
御
所
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
八
七
年
）。

（
19
）　

前
掲
註（
16
）松
嶋
論
文
。

（
20
）　
『
別
冊
太
陽　

日
本
の
こ
こ
ろ　

一
三
一
号　

狩
野
派
決
定
版
』（
平
凡
社
、二
〇
〇
四
年
）。

安
村
敏
信『
も
っ
と
知
り
た
い
狩
野
派　

探
幽
と
江
戸
狩
野
派
』（
東
京
美
術
、二
〇
〇
六
年
）。

（
21
）　

名
順
と
は
幕
府
が
決
定
す
る
公
的
身
分
序
列
の
こ
と
で
、
障
壁
画
に
参
加
す
る
絵
師
の
仰

せ
渡
し
序
列
、
公
式
文
書
に
お
け
る
連
盟
記
載
の
序
列
も
名
順
に
従
っ
て
い
る
。
名
順
に



尾
張
家
麴
町
屋
敷
御
成
御
殿
の
障
壁
画
に
つ
い
て

一
七

つ
い
て
は
、
江
口
恒
明
「
近
世
後
期
に
お
け
る
幕
府
御
絵
師
の
名
順
と
身
分
編
成
」（『
近
世

御
用
絵
師
の
史
的
研
究
─
幕
藩
制
社
会
に
お
け
る
絵
師
の
身
分
と
序
列
─
』
思
文
閣
出
版
、

二
〇
〇
八
年
）に
詳
し
い
。

（
22
）　

前
掲
註（
17
）武
田
書
。

（
23
）　

野
田
麻
美
「
ポ
ス
ト
探
幽
世
代
の
画
家
た
ち
に
つ
い
て
─
狩
野
安
信
・
常
信
・
探
信
・
益

信
・
探
雪
《
名
画
集
》（
個
人
蔵
）の
史
的
位
置
─
」（『
静
岡
県
立
美
術
館
紀
要
』
三
二
、
静
岡

県
立
美
術
館
、
二
〇
一
七
年
）。

（
24
）　

前
掲
註（
23
）野
田
論
文
。

（
25
）　

本
文
中
で
後
述
す
る
寛
文
九
年
か
ら
十
三
年
ま
で
に
作
ら
れ
た
「
牛
馬
図
」（
個
人
蔵
）で

は
、
十
代
の
絵
師
も
参
加
し
て
い
る
が
、
洞
春
は
参
加
し
て
い
な
い
。
未
だ
若
年
で
あ
っ
た

た
め
と
考
え
れ
ば
、
玉
林
院
の
洞
春
の
襖
絵
が
寛
文
九
年
時
に
嵌
め
ら
れ
た
と
考
え
る
の
は

難
し
い
。

（
26
）　

方
丈
障
壁
画
に
お
け
る
絵
師
序
列
は
寺
院
に
よ
っ
て
多
少
前
後
す
る
が
、
玉
林
院
で
は
上

間
を
安
信
が
担
当
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
上
間
に
格
上
の
絵
師
を
割
り
当
て
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
方
丈
で
は
奥
が
よ
り
格
上
と
し
て
衣
鉢
之
間（
上
間
奥
）・
檀
那
之
間

（
上
間
表
）・
書
院（
下
間
奥
）・
礼
之
間（
下
間
表
）の
序
列
に
な
る
が（
武
田
恒
夫
『
狩
野
派

障
屛
画
の
研
究
─
和
様
化
を
め
ぐ
っ
て
─
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
）、
玉
林
院
で
は

明
ら
か
に
表
を
よ
り
格
上
の
絵
師
が
担
当
し
て
い
る
。

（
27
）　

山
下
善
也
「
狩
野
探
幽
は
じ
め
江
戸
狩
野
三
十
六
名
合
作
の
《
牛
馬
図
》
双
幅
」（『
静
岡

県
立
美
術
館
紀
要
』
一
七
、
静
岡
県
立
美
術
館
、
二
〇
〇
二
年
）。

（
28
）　

前
掲
註（
16
）松
嶋
論
文
。

（
29
）　

関
口
靜
雄
・
岡
本
夏
奈
・
阿
部
美
香
「
一
枚
摺
の
世
界
─
そ
の
小
釈
の
試
み（
4
）」（『
学

苑
』
八
九
八
、
光
葉
会
、
二
〇
一
五
年
）。

（
30
）　

慶
安
元
年（
一
六
四
八
）の
「
武
州
州
学
十
二
景
図
巻
」（
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
蔵
）で

は
、
探
幽
・
尚
信
・
安
信
・
益
信
の
順
で
画
が
貼
ら
れ
た
後
は
不
規
則
で
巻
末
は
再
び
探
幽

画
が
貼
ら
れ
る
。「
六
義
園
図
」（
郡
山
城
史
跡
・
柳
沢
文
庫
保
存
会
蔵
）で
も
上
巻
を
常
信
、

中
巻
を
周
信
、
下
巻
を
岑
信
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
巻
子
装
の
場
合
、
少
な
く
と
も
最
上

位
の
絵
師
が
巻
頭（
上
巻
）を
担
当
し
て
い
る
。

（
31
）　

前
掲
註（
21
）江
口
論
文
。

（
32
）　

伊
藤
紫
織
「
新
名
所
の
虚
実
─
「
松
川
十
二
景
和
歌
色
紙
帖
」（
相
馬
市
教
育
委
員
会
）を

め
ぐ
っ
て
」（『
尚
美
学
園
大
学
芸
術
情
報
研
究
』
二
九
、
尚
美
学
園
大
学
、
二
〇
一
八
年
）で

紹
介
さ
れ
た
狩
野
派
合
作
の
「
松
川
十
二
景
和
歌
色
紙
帖
」
は
益
信
存
命
中
の
作
で
あ
る
が
、

多
く
の
絵
師
が
御
成
御
殿
の
画
事
と
重
な
る
。
こ
こ
で
は
安
信
の
弟
子
昌
運
が
加
わ
る
な
ど

中
橋
家
と
の
関
係
が
強
い
よ
う
に
思
え
る
。
残
念
な
が
ら
本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
の
流
行
か
ら
実
見
が
適
わ
な
か
っ
た
た
め
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
33
）　

例
え
ば
、
綱
吉
の
養
女
八
重
姫
が
元
禄
十
一
年
六
月
に
水
戸
家
世
嗣
吉
孚
へ
輿
入
す
る
に

際
し
、
尾
張
家
で
も
来
春
ま
で
に
屛
風
十
双
を
誂
え
よ
う
と
す
る
記
事
が
あ
り（「
事
蹟
録
」

元
禄
十
年
九
月
十
三
日
条
）、
翌
年
四
月
二
十
三
日
に
は
屛
風
十
双
を
送
っ
て
い
る（「
泰
心

院
様
御
代
公
辺
御
日
記
」）。
屛
風
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、
幕
府
で
は
同
様
に
狩
野
派
に
よ
っ

て
道
具
が
誂
え
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
麴
町
屋
敷
御
成
と
同
時
期
に
大
き
な
画
事
が
あ
っ
た

こ
と
が
分
か
る
。

（
34
）　

洞
春
の
年
齢
は
未
詳
だ
が
、
永
叔
が
天
和
三
年
に
九
歳
で
御
目
見
を
果
た
し
た
の
に
対

し
、
洞
春
の
御
目
見
は
前
年
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
九
歳
で
の
御
目
見
は
非
常
に
若
く
、
御
三

家
で
は
な
い
洞
春
が
さ
ら
に
早
く
御
目
見
え
を
果
た
し
た
と
は
考
え
難
い
。
す
な
わ
ち
、
洞

春
は
永
叔
よ
り
も
年
齢
が
高
い
た
め
、
御
成
御
殿
で
は
洞
春
が
上
位
の
空
間
を
任
さ
れ
た
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
35
）　

榊
原
悟
「
江
戸
幕
府
歴
代
将
軍
画
像
の
制
作
に
つ
い
て
─
御
用
絵
師
の
仕
事
─
」（『
群
馬

県
立
女
子
大
学
紀
要　

美
学
美
術
史
学
篇
』
二
〇
、
群
馬
県
立
女
子
大
学
、
一
九
九
九
年
）。

榊
原
悟
『
美
の
架
け
橋
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
二
年
）。

（
36
）　

榊
原
悟
「
探
幽
の
親
バ
カ
─
狩
野
派
組
織
の
一
面
─
」（『
古
美
術
』
七
五
、
三
彩
新
社
、

一
九
八
五
年
）。

（
37
）　

前
掲
註（
2
）佐
藤
論
文
。

（
38
）　

前
掲
註（
16
）松
嶋
論
文
。

（
39
）　

前
掲
註（
7
）松
木
論
文
。

榊
原
悟
『
狩
野
探
幽　

御
用
絵
師
の
肖
像
』（
臨
川
書
店
、
二
〇
一
四
年
）。

（
40
）　

尾
本
師
子
「
江
戸
幕
府
御
絵
師
の
身
分
と
格
式
」（『
哲
学
会
誌
』
二
六
、
学
習
院
大
学

哲
学
科
、
二
〇
〇
二
年
）。
ま
た
、
武
田
庸
二
郎
・
江
口
恒
明
・
鎌
田
純
子
編
『
近
世
御

用
絵
師
の
史
的
研
究
─
幕
藩
制
社
会
に
お
け
る
絵
師
の
身
分
と
序
列
─
』（
思
文
閣
出
版
、



尾
張
家
麴
町
屋
敷
御
成
御
殿
の
障
壁
画
に
つ
い
て

一
八

二
〇
〇
八
年
）に
も
再
掲
。

（
41
）　

絵
師
と
揮
毫
場
所
に
つ
い
て
、
佐
藤
氏
は
御
目
見
を
果
た
し
て
い
た
か
否
か
で
、
与
え
ら

れ
る
場
に
差
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る（
前
掲
註（
2
）佐
藤
論
文
）。
し
か
し
、
御
目
見

済
の
周
信
は
主
要
な
部
屋
を
担
当
し
て
お
ら
ず
、
他
に
も
御
目
見
を
果
た
し
た
と
推
測
さ
れ

て
い
る
洞
元
を
含
め
、
休
碩
・
休
山
・
良
信
な
ど
も
主
要
な
部
屋
の
担
当
は
な
い
こ
と
か

ら
、
御
目
見
の
有
無
が
絶
対
的
な
指
標
に
な
っ
た
と
は
思
え
な
い
。

（
42
）　

前
掲
註（
2
）佐
藤
論
文
。

（
43
）　

朝
日
美
砂
子
「
虎
と
玄
関
障
壁
画
」（『
武
家
と
玄
関　

虎
の
美
術
』
名
古
屋
城
特
別
展
開

催
委
員
会
、　

二
〇
一
〇
年
）。

（
44
）　

前
掲
註（
2
）佐
藤
論
文
。

（
45
）　

前
田
家
御
成
御
殿
の
御
成
書
院
も
上
段
・
下
段
が
「
松
竹
梅
」、
次
之
間
が
「
若
松
」
と

花
木
図
で
あ
る（
前
掲
註（
2
）佐
藤
論
文
）。
ま
た
、
障
壁
画
に
お
け
る
帝
鑑
図
と
は
、
正

式
な
晴
の
空
間
よ
り
も
内
向
き
の
性
格
を
持
っ
た
控
え
の
間
に
嵌
め
ら
れ
る
画
題
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら（
並
木
誠
士
「
近
世
初
期
に
お
け
る
帝
鑑
図
」（『
京
都
造
形
芸
術
大
学
紀
要

［GEN
ESIS

］』
一
、
京
都
造
形
芸
術
大
学
、
一
九
九
四
年
））、
控
え
の
間
で
は
な
い
御
成

書
院
に
帝
鑑
図
が
選
ば
れ
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
江
戸
城
本
丸
白
書
院
に
も
帝
鑑

図
が
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
必
ず
し
も
控
え
の
間
の
画
題
で
は
な
い
と
思
わ
れ

る
。

（
46
）　

鷲
頭
桂
「
大
画
面
形
式
の
源
氏
物
語
図
屛
風
の
成
立
に
つ
い
て
─
い
わ
ゆ
る
「
隠
岐
配

流
図
屛
風
」（
キ
ン
ベ
ル
美
術
館
）を
手
が
か
り
に
─
」（『
美
術
史
』
一
六
六
、
美
術
史
学
会
、

二
〇
〇
九
年
）。

（
47
）　

奥
御
小
座
敷
が
春
の
一
季
絵
で
あ
る
の
は
、
表
書
院
と
同
一
の
殿
舎
内
で
あ
る
た
め
春
景

で
統
一
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
48
）　

前
掲
註（
26
）武
田
書
。

（
49
）　

障
壁
画
に
お
け
る
金
の
加
飾
に
つ
い
て
は
次
の
先
学
に
詳
し
い
。

赤
沢
英
二
「
十
五
世
紀
に
お
け
る
金
屛
風
に
つ
い
て
」（『
國
華
』
八
四
九
、
國
華
社
、

一
九
六
二
年
）。

武
田
恒
夫
『
近
世
初
期
障
屛
画
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
三
年
）。

山
根
有
三
「「
室
町
時
代
屛
風
絵
」
概
観
─
和
漢
配
合
の
世
界
─
」（『
室
町
時
代
の
屛
風
絵
』

朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
九
年
）。

泉
万
里
「
中
世
屛
風
の
雲
母
と
金
銀
」（『
國
華
』
一
一
九
七
、
國
華
社
、
一
九
九
五
年
）。

前
掲
註（
26
）武
田
書
。

（
50
）　

前
掲
註（
35
）榊
原
書
。

（
51
）　

榊
原
悟
氏
は
、
正
徳
元
年（
一
七
一
一
）第
八
回
の
贈
朝
屛
風
と
し
て
作
ら
れ
た
常
信

筆
「
大
堰
川
行
幸
経
信
三
船
乗
・
安
楽
寺
長
篇
大
江
匡
房
図（
右
隻
）」、
同
じ
く
享
保
四
年

（
一
七
一
九
）第
九
回
の
木
挽
町
家
狩
野
家
四
代
栄
川
古
信（
一
六
九
六
〜
一
七
三
一
）筆
「
四

季
童
遊
図
」
が
縮
小
模
本（
と
も
に
個
人
蔵
）か
ら
、い
ず
れ
も
総
金
箔
押
地
屛
風
で
は
な
く
、

金
箔
、
金
泥
の
金
雲
の
他
は
殆
ど
素
地
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る（
前
掲
註（
35
）榊
原
書
）。
す
な

わ
ち
、
筆
頭
絵
師
が
「
惣
金
」
を
担
当
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
土
坡
や
地
面
が
素
地

で
あ
っ
た
と
す
る
根
拠
は
不
明
で
あ
り
、
第
十
回
贈
朝
屛
風
以
前
の
絵
画
様
式
に
つ
い
て
は

慎
重
に
考
え
た
い
。

〔
附
記
〕　

尾
張
家
と
御
成
御
殿
に
関
わ
る
史
料
・
解
釈
に
つ
い
て
は
、
徳
川
美
術
館
の
吉
川
美
穂

学
芸
部
部
長
代
理
・
並
木
昌
史
学
芸
部
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・
加
藤
祥
平
学
芸
員
・
安
藤
香
織
学
芸

員
・
板
谷
寿
美
学
芸
員
に
も
ご
教
示
頂
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
徳
川
美
術
館　

學
藝
員
）



尾
張
家
麴
町
屋
敷
御
成
御
殿
の
障
壁
画
に
つ
い
て

一
九

資
料
1
　
第
二
冊
　
御
成
御
殿
御
座
敷
并
杉
戸
絵
之
絵
割

※
〇
囲
み
数
字
は
筆
者
に
よ
り
、（
挿
図
1
─
2
〜
4
）に
対
応
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
※（　

）内
は
筆
者
に
よ
る
。

一　

御
玄
関　
三
間
ニ
六
間　

御
絵
老
松
押
箔
砂
子 

狩
野
養
朴
①

　
　
　
御
縁
ヶ
輪
老
竹

一　

御
玄
関
溜
之
間　
三
間
四
方　

御
絵
老
松
押
箔
砂
子 

狩
野
養
朴
②

　
　
　
御
縁
ヶ
輪
折
廻
し
老
竹

一　

御
客
座
敷　
三
間
四
方　

御
絵
苅
田
ニ
雁
う
す
泥
引 

狩
野
春
笑
③

　
　
　
御
縁
ヶ
輪
花
鳥

　
　
　
御
違
棚
之
上
袋
棚
之
四
本
襖
鳥
の
子
張
御
絵
芝
垣
ニ
梅
泥
引
へ
り
な
し

一　

御
客
座
敷
御
次　
弐
間
半
ニ
三
間　

御
絵
苅
田
ニ
雁
う
す
泥
引 

狩
野
春
笑
④

　
　
　
御
縁
ヶ
輪
花
鳥

一　

御
玄
関
後

　
　
　

東
溜
之
間　
弐
間
半
ニ
四
間　

御
絵
花
鳥
惣
金 
狩
野
洞
元
⑤

　
　
　

西
溜
之
間　
弐
間
半
ニ
四
間　

御
絵
花
鳥
惣
金 
狩
野
洞
元
⑥

　
　
　
　
　
　
東
御
縁
ヶ
輪
共

　
　
　
　
　
　
　

表
御
小
座
敷

一　

御
上
段　
弐
間
半
ニ
三
間　

御
絵
山
水
泥
引
砂
子 

狩
野
養
朴
⑦

　
　
　
御
縁
ヶ
輪
折
廻
し
共
ニ

　
　
御
違
棚
之
上
袋
棚
之
四
本
襖
絹
張
御
絵
須
磨
泥
引
砂
子
大
へ
り
小
縁
り
左
手
金
入

今
織

一　

御
次　
弐
間
半
ニ
四
間
半　

御
絵
山
水
泥
引
砂
子 

園
田
洞
雪
⑧

　
　
　
前
後
之
御
縁
ヶ
輪
共
ニ

一　

表
御
小
座
敷
ゟ
御
舞
臺
江
之
取
付

　
　

御
廊
下　
弐
間
ニ
八
間　

御
絵
芙
蓉
惣
金 

狩
野
休
圓
⑨

　
　

御
廊
下
ゟ
鏡
之
間
江
之
取
付　
弐
間
ニ
弐
間
半　

御
絵
芙
蓉
惣
金 

狩
野
休
山
⑩

一　

鏡
之
間　
三
間
半
ニ
四
間　

御
絵
波
に
か
も
め
惣
金 

狩
野
柳
雪
⑪

　
　
　

鏡
之
間
後
御
廊
下　
壱
間
半
ニ
三
間
半　

御
絵
波
に
か
も
め
惣
金 

狩
野
休
圓
⑫

　
　
　

溜
之
間　
弐
間
ニ
三
間
半　

御
絵
波
に
か
も
め
惣
金 

狩
野
梅
雲
⑬

　
　
　

溜
之
間
ゟ
大
御
廊
下
江
之
御
廊
下 

壱
間
半
ニ
弐
間 

御
絵
波
に
か
も
め
惣
金

 

狩
野
梅
雲
⑭

一　

御
舞
䑓　
　

御
絵
松
砂
子
泥
引 

狩
野
洞
春
⑮

　
　
　
切
戸
口
御
絵
竹
に
紅
梅
砂
子
泥
引

一　

表
御
小
座
敷
ゟ
表
御
書
院
江
之
御
廊
下　
弐
間
ニ
八
間　

御
絵
桔
梗
ニ
薄
押
箔
砂
子

 

狩
野
良
信
⑯

一　

御
湯
殿
御
揚
場

　
　
　
　

上
之
間　
弐
間
四
方
御
床
有　
　

御
絵
杜
若
惣
金 

狩
野
休
圓
⑰

　
　
　
　

御
次　
　
弐
間
四
方　
　
　
　
　

御
絵
杜
若
惣
金 

松
平
加
賀
守
家
来 

狩
野
伯
圓
⑱

　
　
　
　
　
　

表
御
書
院

一　

御
上
段　
三
間
四
方　

御
絵
若
松
に
梅
押
箔
砂
子 

狩
野
探
信
⑲

　
　
　
御
縁
ヶ
輪
共

　
　
　
御
天
井
惣
金
折
入
之
内
ニ
唐
花

　
　
御
違
棚
之
上
袋
棚
之
四
本
襖
絹
張
御
絵
山
水
泥
引
砂
子
大
縁
小
縁
左
手
金
入
今
織

一　

御
下
段　
三
間
四
方　

御
絵
若
松
に
梅
押
箔
砂
子 

狩
野
探
信
⑳

　
　
　
御
縁
ヶ
輪
共

　
　
　
御
天
井
模
様
砂
子



尾
張
家
麴
町
屋
敷
御
成
御
殿
の
障
壁
画
に
つ
い
て

二
〇

一　

御
三
之
間　
三
間
ニ
四
間
半　

御
絵
若
松
に
海
棠
御
箔
砂
子 

狩
野
探
信
㉑

　
　
　
御
縁
ヶ
輪
共

　
　
　
御
天
井
模
様
砂
子

一　

溜
之
間　
三
間
四
方　

御
絵
若
竹
に
海
棠
押
箔
砂
子 

狩
野
洞
春
㉒

一　

御
上
段
後
折
廻
し
之
御
廊
下　
壱
間
半
ニ
八
間　

御
絵
牡
丹
押
箔
砂
子 

狩
野
休
碩
㉓

一　

御
次
并
御
三
之
間
後
御
廊
下　
壱
間
半
ニ
六
間　

御
絵
牡
丹
押
箔
砂
子 

狩
野
柳
伯
㉔

一　

御
二
之
間
北
溜
之
間
二
ヶ
所

　
　
　

一
ヶ
所　
弐
間
ニ
三
間　

御
絵
牡
丹
押
箔
砂
子 

園
田
洞
雪
㉕

　
　
　

一
ヶ
所　
三
間
半
四
方　

御
絵
牡
丹
押
箔
砂
子 

狩
野
柳
雪
㉖

一　

御
三
之
間
ゟ
溜
之
間
江
之
御
廊
下　
壱
間
半
ニ
三
間　

御
絵
牡
丹
押
箔
砂
子

 

狩
野
柳
雪
㉗

（
※
御
成
御
殿
絵
図
で
は
柳
伯
）

　
　
　
　
　
　
　

奥
御
小
座
敷

一　

御
上
段　
弐
間
半
ニ
三
間　

御
絵
流
に
し
た
れ
桜
押
箔
砂
子 
狩
野
洞
春
㉘

　
　
　
御
縁
ヶ
輪
共
ニ

　
　
御
違
棚
之
上
袋
棚
之
四
本
襖
絹
張
御
絵
岩
に
秋
海
棠
泥
引
砂
子
大
縁
小
縁
左
手
金

　
　
　
入
今
織

一　

御
次　
三
間
四
方　

御
絵
流
に
し
た
れ
桜
押
箔
砂
子 

狩
野
洞
春
㉙

　
　
　
御
縁
ヶ
輪
共

一　

溜
之
間　
弐
間
ニ
三
間　

御
絵
流
ニ
桔
梗
ニ
薄
押
箔
砂
子 

園
田
洞
雪
㉚

一　

御
後
御
縁
ヶ
輪　
一
間
半
ニ
六
間　

御
絵
山
ニ
つ
ゝ
じ
押
箔
砂
子 

狩
野
春
笑
㉛

一　

拝
見
座
敷　
二
間
半
ニ
拾
二
間　

御
絵
芦
に
靏
惣
金 

狩
野
如
川
㉜

一　

御
近
習
之
間　
二
間
ニ
拾
二
間　

御
絵
青
柳
に
む
れ
鷺
惣
金 

狩
野
随
川
㉝

一　

御
近
習
之
間
ゟ
溜
之
間
江
之
取
付　
壱
間
半
ニ
弐
間　

御
絵
青
柳
に
む
れ
鷺
惣
金

 

狩
野
如
川
㉞

一　

御
近
習
之
間
ゟ
大
御
廊
下
江
之
取
付　
壱
間
半
ニ
二
間　

御
絵
雪
柳
に
む
れ
鷺
惣
金

 

狩
野
随
川
㉟

一　

御
近
習
之
間
東
大
御
廊
下　
三
間
ニ
三
十
二
間
半　

御
絵
ま
せ
に
菊
う
す
泥
引

　
　
　
　
　
　

九
間
半 

狩
野
如
川
㊱

　
　
　

内　
　

拾
弐
間
半 

狩
野
随
川
㊲

　
　
　
　
　
　

拾
間
半 

園
田
洞
雪
㊳

一　

表
御
書
院
ゟ
御
成
書
院
江
之
御
廊
下　
弐
間
ニ
拾
壱
間　

御
絵
牡
丹
押
箔
砂
子

 

園
田
洞
雪
㊴

　
　
　
　
　

御
成
書
院

一　

御
上
段　
三
間
四
方　

御
絵
吉
野
押
箔
砂
子 

狩
野
探
雪
㊵

　
　
　
御
縁
ヶ
輪
共

　
　
　
御
天
井
砂
子
唐
草

　
　
御
違
棚
之
上
袋
棚
之
四
本
襖
絹
張
御
絵
藤
棚
泥
引
砂
子
大
縁
小
縁
り
左
手
金
入

今
織

一　

御
下
段　
三
間
四
方　

御
絵
吉
野
押
箔
砂
子 

狩
野
探
雪
㊶

　
　
　
西
南
御
縁
ヶ
輪
共
ニ

　
　
　
御
天
井
模
様
砂
子

一　

御
次　
三
間
ニ
三
間
半　

御
絵
吉
野
押
箔
砂
子 

狩
野
探
雪
㊷

　
　
　
御
縁
ヶ
輪
共

　
　
　
御
天
井
模
様
砂
子

一　

御
三
間　
三
間
ニ
四
間
半　

御
絵
山
吹
押
箔
砂
子 

狩
野
柳
雪
㊸

　
　
　
御
縁
ヶ
輪
共



尾
張
家
麴
町
屋
敷
御
成
御
殿
の
障
壁
画
に
つ
い
て

二
一

一　

溜
之
間　
三
間
ニ
五
間　

御
絵
萩
に
薄
押
箔
砂
子 

狩
野
随
川
㊹

一　

御
納
戸
構　
壱
間
半
ニ
三
間
半　

御
絵
紅
白
梅
押
箔
砂
子 

狩
野
梅
雲
㊺

一　

御
上
段
後
御
廊
下　
壱
間
ニ
四
間
半　

御
絵
紅
白
梅
押
箔
砂
子 

狩
野
伯
圓
㊻

一　

御
納
戸
構
東
御
廊
下　
壱
間
半
ニ
九
間
半　

御
絵
萩
ニ
薄
押
箔
砂
子 

園
田
洞
雪
㊼

一　

御
三
之
間
ゟ
御
小
納
戸
江
之
御
廊
下　
壱
間
半
ニ
八
間　

御
絵
萩
に
薄
押
箔
砂
子

 

狩
野
良
信
㊽

一　

御
三
之
間
東
大
溜
之
間　
三
間
ニ
九
間　

御
絵
萩
に
薄
押
箔
砂
子 

狩
野
如
川
㊾

（
※
御
成
御
殿
絵
図
で
は
随
川
）

　
　
　
　
　

御
休
息
之
間

一　

御
上
段　
弐
間
半
ニ
三
間　

御
絵
大
和
耕
作
泥
引
砂
子 

狩
野
永
叔
㊿

　
　
　
西
御
縁
ヶ
輪
共

　
　
　
御
天
井
模
様
砂
子

　
　
御
違
棚
之
上
袋
棚
之
四
本
襖
絹
張
御
絵
瀧
に
紅
葉
泥
引
砂
子
大
縁
小
縁
左
手

金
入
今
織　

一　

御
下
段　
弐
間
半
ニ
三
間　

御
絵
大
和
耕
作
泥
引
砂
子 
狩
野
永
叔
�

　
　
　
西
南
御
縁
ヶ
輪
共

一　

御
次　
弐
間
半
ニ
三
間
半　

御
絵
大
和
耕
作
泥
引
砂
子 

狩
野
永
叔
�

　
　
　
御
縁
ヶ
輪
共

一　

御
上
段
後
折
廻
し　
壱
間
ニ
七
間　

御
絵
菊
押
箔
砂
子 

狩
野
休
山
�

一　

御
上
段
後
北
御
廊
下
折
廻
し　
壱
間
半
ニ
拾
弐
間　

御
絵
菊
押
箔
砂
子 

狩
野
休
碩
�

一　

御
成
書
院
ゟ
御
小
納
戸
上
溜
之
間
江
之
御
廊
下　
弐
間
ニ
五
間　

御
絵
し
の
竹
ニ
雀

　

押
箔
砂
子 

狩
野
春
笑
�

一　

同
溜
之
間　
三
間
半
ニ
四
間　

御
絵
し
の
竹
ニ
雀
押
箔
砂
子 

狩
野
春
笑
�

一　

同
溜
之
間
ゟ
奥
御
座
敷
江
之
御
廊
下　
壱
間
半
ニ
六
間　

御
絵
し
の
竹
ニ
雀
押
箔
砂
子

 

狩
野
柳
雪
�

（
※
御
成
御
殿
絵
図
で
は
春
笑
）

　
　
　
　
　

奥
御
座
敷

一　

御
上
段　
三
間
ニ
三
間
半　

御
絵
濱
松
に
桜
押
箔
砂
子 

狩
野
洞
春
�

　
　
　
御
縁
ヶ
輪
共

　
　
　
御
天
井
砂
子
て
つ
せ
ん
唐
草

　
　
御
違
棚
之
上
袋
棚
之
四
本
襖
絹
張
御
絵
流
に
石
竹
泥
引
砂
子　

大
縁
小
縁
左
手
金
入
今
織

一　

御
下
段　
三
間
四
方　

御
絵
濱
松
に
桜
押
箔
砂
子 

狩
野
洞
春
�

　
　
　
東
南
御
縁
ヶ
輪
共

　
　
　
御
天
井
模
様
砂
子

一　

御
次　
三
間
ニ
四
間　

御
絵
濱
松
に
桜
押
箔
砂
子 

狩
野
洞
春
�

　
　
　
御
縁
ヶ
輪
共
ニ

　
　
　
御
天
井
模
様
砂
子

一　

御
三
之
間　
三
間
四
方　

御
絵
秋
の
野
押
箔
砂
子 

狩
野
春
笑
�

　
　
　
御
縁
ヶ
輪
折
廻
し
共
ニ

一　

御
納
戸
構　
壱
間
半
ニ
四
間　

御
絵
雪
柳
に
鴨
惣
金 

狩
野
良
信
�

一　

御
納
戸
構
西
御
廊
下　
壱
間
半
ニ
弐
間
半　

御
絵
雪
柳
に
鴨
惣
金 

狩
野
休
山
�

（
※
絵
図
で
は
良
信
）

一　

御
納
戸
構
西
溜
之
間　
三
間
ニ
七
間　

御
絵
熊
笹
に
南
天
惣
金 

狩
野
柳
雪
�

一　

御
納
戸
構
西
御
縁
ヶ
輪　
弐
間
ニ
七
間　

御
絵
熊
笹
に
南
天
惣
金 

狩
野
洞
元
�

一　

御
上
段
後
御
廊
下　
壱
間
半
ニ
八
間　

御
絵
雪
柳
に
鴨
惣
金 

狩
野
柳
伯
�

一　

奥
御
座
敷
西
長
御
廊
下　
壱
間
半
ニ
四
拾
九
間　

御
絵
山
に
つ
ゝ
じ
惣
金

　
　
　

内　

八
間 

狩
野
柳
雪
�



尾
張
家
麴
町
屋
敷
御
成
御
殿
の
障
壁
画
に
つ
い
て

二
二

　
　
　
　
　

拾
弐
間 

狩
野
梅
雲
�

　
　
　
　
　

拾
壱
間 

狩
野
洞
元
�

　
　
　
　
　

拾
壱
間 

甲
府
様
御
家
来　

岡
沢
春
湖
�

　
　
　
　
　

七
間 

園
田
洞
雪
�

（
※
御
成
御
殿
絵
図
に
な
し
）

　
　
　
　
　
　

御
成
御
殿
惣
御
杉
戸
之
御
絵

一　

御
玄
関
南
御
縁
ヶ
輪
之
杉
戸

　
　
　
　
　

両
面
竹
に
靏 

狩
野
養
朴

一　

御
玄
関
御
客
座
敷
之
間
南
御
縁
ヶ
輪
之
杉
戸

　
　
　
　
　

両
面
苅
田
に
白
鴈 

狩
野
春
笑

一　

御
玄
関
表
御
小
座
敷
之
間
西
御
縁
ヶ
輪
之
杉
戸

　
　
　
　
　

両
面
唐
松
に
地
雉
子 

狩
野
養
朴

一　

表
御
小
座
敷
御
縁
ヶ
輪
中
之
杉
戸

　
　
　
　
　

両
面
雪
中
之
芭
蕉 

狩
野
養
朴

一　

表
御
小
座
敷
東
御
縁
ヶ
輪
之
杉
戸

　
　
　
　
　

両
面
岩
に
山
鳥 
狩
野
春
笑

一　

表
御
小
座
敷
御
湯
殿
之
間
御
縁
ヶ
輪
杉
戸

　
　
　
　
　

両
面
花
ざ
く
ろ
に
嶋
ひ
よ
と
り 

狩
野
休
圓

一　

表
御
小
座
敷
御
棚
後
之
杉
戸

　
　
　
　
　

両
面
瀧
に
紅
葉 

狩
野
良
信

一　

奥
御
小
座
敷
南
御
縁
ヶ
輪
西
之
端
杉
戸

　
　
　
　
　

両
面
岩
に
熊
笹
長
春 

園
田
洞
雪

一　

奥
御
小
座
敷
西
之
御
縁
ヶ
輪
杉
戸

　
　
　
　
　

両
面
釣
花
籠 

狩
野
伯
圓

一　

奥
御
小
座
敷
南
御
縁
ヶ
輪
西
之
杉
戸

　
　
　
　
　

両
面
し
た
れ
桜 

狩
野
洞
春

一　

奥
御
小
座
敷
南
御
縁
ヶ
輪
東
之
杉
戸

　
　
　
　
　

両
面
水
に
虎 

狩
野
洞
春

一　

奥
御
小
座
敷
北
之
御
床
後
之
杉
戸

　
　
　
　
　

両
面
萩
に
簾 

狩
野
良
信

一　

表
御
書
院
御
上
段
御
床
後
御
縁
ヶ
輪
杉
戸

　
　
　
　
　

両
面
若
竹 

狩
野
随
川

一　

表
御
書
院
南
御
縁
ヶ
輪
西
之
杉
戸

　
　
　
　
　

両
面
紅
梅
に
白
鷴 

狩
野
探
信

一　

表
御
書
院
南
御
縁
ヶ
輪
中
之
杉
戸

　
　
　
　
　

両
面
水
に
舞
鳳
凰　

 

狩
野
探
信

一　

表
御
書
院
南
御
縁
ヶ
輪
東
之
杉
戸

　
　
　
　
　

両
面
ま
せ
に
て
つ
せ
ん 

狩
野
探
信

一　

表
御
書
院
南
御
縁
ヶ
輪
東
之
端
杉
戸

　
　
　
　
　

両
面
芙
蓉
に
兎 

狩
野
梅
雲

一　

表
御
書
院
北
御
縁
ヶ
輪
東
之
端
杉
戸

　
　
　
　
　

両
面
岩
に
波 

狩
野
柳
伯

一　

表
御
書
院
北
御
縁
ヶ
輪
杉
戸

　
　
　
　
　

両
面
芝
垣
に
萩 

狩
野
休
碩

一　

表
御
書
院
ゟ
御
成
書
院
江
之
御
廊
下
之
間
杉
戸

　
　
　
　
　

両
面
檜
に
野
馬 

園
田
洞
雪

一　

御
休
息
之
間
南
御
縁
ヶ
輪
東
御
廊
下
へ
出
ル
間
之
杉
戸



尾
張
家
麴
町
屋
敷
御
成
御
殿
の
障
壁
画
に
つ
い
て

二
三

　
　
　
　
　

両
面
わ
ら
屋
に
庭
鳥 

狩
野
永
叔

一　

御
休
息
之
間
南
御
縁
ヶ
輪
杉
戸

　
　
　
　
　

一
方
青
柳
に
橋
一
方
水
に
山
吹 

狩
野
永
叔

一　

御
休
息
之
間
西
御
縁
ヶ
輪
杉
戸

　
　
　
　
　

両
面
龍
門
之
鯉 

狩
野
永
叔

一　

御
休
息
之
間
御
縁
ヶ
輪
御
廊
下
之
間
杉
戸

　
　
　
　
　

両
面
岩
に
蘇
鉄 

狩
野
如
川

一　

御
休
息
之
間
御
床
後
之
杉
戸

　
　
　
　
　

両
面
竹
に
檜 

狩
野
洞
雲

一　

御
休
息
之
間
東
御
縁
ヶ
輪
之
杉
戸

　
　
　
　
　

両
面
桜 

狩
野
随
川

一　

御
成
書
院
御
廊
下
御
休
息
之
間
之
間
南
之
方
杉
戸

　
　
　
　
　

両
面
瀧 

狩
野
探
雪

一　

御
成
書
院
西
之
御
縁
ヶ
輪
杉
戸　

　
　
　
　
　

一
方
岩
に
き
ん
け
い
一
方
岩
に
と
じ
ゅ
ん
け
い 

狩
野
如
川

一　

御
成
書
院
西
御
縁
ヶ
輪
中
之
杉
戸

　
　
　
　
　

両
面
あ
ぢ
さ
い 
狩
野
柳
雪

一　

御
成
書
院
南
御
縁
ヶ
輪
中
之
杉
戸

　
　
　
　
　

両
面
大
和
松
に
高
麗
雉
子 

狩
野
探
雪

一　

御
成
書
院
南
御
縁
ヶ
輪
東
之
杉
戸

　
　
　
　
　

一
方
岩
に
獅
子
一
方
帯
喰
獅
子 

狩
野
探
雪

一　

御
成
書
院
南
御
縁
ヶ
輪
東
之
端
杉
戸

　
　
　
　
　

両
面
青
芦
に
真
鴈 

狩
野
洞
元

一　

御
成
書
院
御
小
納
戸
御
廊
下
之
間
杉
戸

　
　
　
　
　

両
面
海
棠
に
尾
長
鳥 

狩
野
柳
雪

一　

御
成
書
院
御
床
後
之
杉
戸

　
　
　
　
　

両
面
柳
に
か
し
鳥 

狩
野
洞
元

一　

御
成
書
院
御
休
息
之
間
御
廊
下
間
之
杉
戸

　
　
　
　
　

両
面
沢
桔
梗
に
鷭 

狩
野
休
圓

一　

御
成
書
院
御
小
納
戸
江
之
御
廊
下
間
杉
戸

　
　
　
　
　

両
面
白
梅
の
立
木 

狩
野
柳
伯

一　

御
小
納
戸
上
之
溜
ゟ
奥
御
座
敷
之
間
御
廊
下
間
杉
戸

　
　
　
　
　

両
面
揚
ヶ
翠
簾 

狩
野
梅
雲

一　

奥
御
座
敷
東
御
縁
ヶ
輪
杉
戸

　
　
　
　
　

両
面
稲
穂
に
雀 

狩
野
洞
春

一　

奥
御
座
敷
南
御
縁
ヶ
輪
東
之
杉
戸

　
　
　
　
　

両
面
高
欄
に
唐
子 

狩
野
洞
春

一　

奥
御
座
敷
南
御
縁
ヶ
輪
之
杉
戸

　
　
　
　
　

両
面
幕
に
紅
葉 

園
田
洞
雪

一　

奥
御
座
敷
西
長
御
廊
下
江
之
間
杉
戸

　
　
　
　
　

両
面
雪
芦
に
鴨 

狩
野
休
山

一　

奥
御
座
敷
西
御
縁
ヶ
輪
杉
戸

　
　
　
　
　

両
面
糸
柳
に
い
ん
こ 

狩
野
休
碩

一　

奥
御
座
敷
東
御
縁
ヶ
輪
北
之
端
杉
戸

　
　
　
　
　

両
面
雪
檜 

園
田
洞
雪

一　

奥
御
座
敷
と　

姫
君
様
御
座
之
間
之
間
杉
戸

　
　
　
　
　

両
面
く
ふ
し 

狩
野
休
山

一　

長
御
廊
下
南
折
廻
シ
之
杉
戸



尾
張
家
麴
町
屋
敷
御
成
御
殿
の
障
壁
画
に
つ
い
て

二
四

　
　
　
　
　

両
面
ま
せ
に
菊 

園
田
洞
雪

一　

御
客
座
敷
之
東　

大
納
言
様
御
扣
座
敷
西
御
縁
ヶ
輪
杉
戸

　
　
　
　
　

両
面
岩
木
に
猿
猴 

岡
沢
春
湖

資
料
2
　
第
七
冊
　
御
成
書
院
御
床
御
筆
御
懸
物
之
前
ニ
御
餝
外
数
件

�
※
狩
野
派
に
関
わ
る
絵
鑑
・
衝
立
・
屛
風
部
分
の
み
抜
粋
し
た
。

一　

絵
鑑　
「
此（

朱
字
）

絵
鑑　

御
成
之
時　
　
　
　
　

公
方
様
御
所
望
ニ
而
献
上
被
遊
候
」 

弐
帖

御
休
息
之
間
御
違
棚
御
錺

長
壱
尺
弐
寸
五
分
横
壱
尺
五
分
下
地
奉
書
紙
ニ
て
合
厚
五
厘
宛
上
張

越
前
間
似
合
ち
や
う
つ
か
い
壱
冊
之
折
弐
拾
八
宛
裏
金
箔
青
箔
取

ま
せ
砂
子
絵
之
脇
青
砂
子
表
紙
之
裏
弐
枚
宛
金
泥
引
砂
子

泥
ニ
而
若
松
書
ち
や
う
つ
か
い
小
口
共
ニ
金
箔
三
篇
漆
置
表
紙
錦
織

白
地
緞
子
地
紋
し
ょ
つ
こ
う
か
な
物
角
ゝ
ニ
四
所
間
ニ
弐
所
宛
銀
ニ
而

唐
花
形
絵
様
内
葉
唐
草
地
彫
生
す
か
し
絵
絹
長
壱
尺
五
分

巾
九
寸
白
唐
紙
之
裏
打

右
押
絵
弐
拾
五
枚
宛
之
押
形
絵
様
并
筆
者

上
巻

壽
老
人
ニ
唐
松
名
印
右
之
方　
　
　
　

　

狩
野
探
信
筆

梅
に
靏
名
印
左
之
方　
　
　
　
　
　
　

同
人

桃
に
花
流
笹
名
印
右
之
方　
　
　
　
　

同
人

吉
野
山
名
印
左
之
方　
　
　
　
　
　
　

同
人

紅
梅
に
嶋
ひ
よ
と
り
名
印
右
之
方　
　

同
人

白
梅
に
黄
鳥
名
印
左
之
方　
　
　
　
　

狩
野
洞
春
筆

春
の
山
水
名
印
右
之
方　
　
　
　
　
　

同
人

洲
崎
に
松
墨
絵
名
印
左
之
方　
　
　
　
　

同
人

海
棠
に
ひ
た
き
名
印
右
之
方　
　
　
　

同
人

て
ま
り
の
花
名
印
左
之
方　
　
　
　
　

同
人

河
骨
に
水
草
名
印
右
之
方　
　
　
　
　

狩
野
探
雪
筆

牡
丹
名
印
左
之
方　
　
　
　
　
　
　
　

同
人

苫
船
に
せ
う
び
ん
名
印
右
之
方　
　
　

同
人

粟
穂
に
鶉
名
印
左
之
方　
　
　
　
　
　

同
人

杜
若
名
印
右
之
方　
　
　
　
　
　
　
　

同
人

田
植
名
印
左
之
方　
　
　
　
　
　
　
　

狩
野
春
笑

枇
杷
折
枝
墨
絵
名
印
右
之
方　
　
　
　
　

同
人

籠
に
桃
の
折
枝
名
印
左
之
方　
　
　
　

同
人

須
磨
名
印
右
之
方　
　
　
　
　
　
　
　

同
人

明
石
名
印
左
之
方　
　
　
　
　
　
　
　

同
人

石
竹
名
印
右
之
方　
　
　
　
　
　
　
　

狩
野
永
叔

波
に
千
鳥
名
印
左
之
方　
　
　
　
　
　

同
人

柳
に
れ
い
せ
う
名
印
右
之
方　
　
　
　

同
人

姫
百
合
草
名
印
左
之
方　
　
　
　
　
　

同
人

竹
に
雀
名
印
右
之
方　
　
　
　
　
　
　

同
人

下
巻

　
　
　
　
　

東
方
朔
に
亀
名
印
右
之
方　
　
　
　
　

狩
野
探
雪
筆

　
　
　
　
　

苅
田
に
鴈
墨
絵
名
印
左
之
方　
　
　　
同
人

　
　
　
　
　

こ
う
ぞ
名
印
右
之
方　
　
　
　
　
　
　

同
人



尾
張
家
麴
町
屋
敷
御
成
御
殿
の
障
壁
画
に
つ
い
て

二
五

　
　
　
　
　

芙
蓉
に
う
そ
名
印
左
之
方　
　
　
　
　

同
人

　
　
　
　
　

岩
に
せ
き
れ
い
名
印
右
之
方　
　
　
　

同
人

　
　
　
　
　

紅
葉
に
さ
ん
し
や
く
名
印
左
之
方　
　

狩
野
永
叔
筆

　
　
　
　
　

鉢
に
梯
の
折
枝
名
印
右
之
方　
　
　
　

同
人

　
　
　
　
　

葡
萄
の
折
枝
名
印
左
之
方　
　
　
　
　

同
人

　
　
　
　
　

薄
に
萩
名
印
右
之
方　
　
　
　
　
　
　

同
人

　
　
　
　
　

西
王
母
名
印
左
之
方　
　
　
　
　
　
　

同
人

　
　
　
　
　

藤
袴
に
し
お
ん
名
印
右
之
方　
　
　
　

狩
野
春
笑
筆

　
　
　
　
　

龍
田
山
に
な
か
れ
名
印
左
之
方　
　
　

同
人

　
　
　
　
　

秋
海
棠
名
印
右
之
方　
　
　
　
　
　
　

同
人

　
　
　
　
　

蘭
名
印
左
之
方　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
人

　
　
　
　
　

ま
せ
に
菊
名
印
右
之
方　
　
　
　
　
　

同
人

　
　
　
　
　

瀧
墨
絵
名
印
左
之
方　
　
　
　
　
　
　
　

狩
野
探
信
筆

　
　
　
　
　

くマ
マつ

や
に
庭
鳥
名
印
右
之
方　
　
　
　

同
人

　
　
　
　
　

水
に
鴨
名
印
左
之
方　
　
　
　
　
　
　

同
人

　
　
　
　
　

長
春
に
根
笹
名
印
右
之
方　
　
　
　
　

同
人

　
　
　
　
　

山
市
晴
嵐
名
印
左
之
方　
　
　
　
　
　

同
人

　
　
　
　
　

嶋
や
り
に
水
仙
名
印
右
之
方　
　
　
　

狩
野
洞
春
筆

　
　
　
　
　

冬
の
山
水
名
印
左
之
方　
　
　
　
　
　

同
人

　
　
　
　
　

雪
柳
に
鷺
名
印
右
之
方　
　
　
　
　
　

同
人

　
　
　
　
　

寒
菊
に
雪
松
名
印
左
之
方　
　
　
　
　

同
人

　
　
　
　
　

晋
の
も
う
そ
う
名
印
右
之
方　
　
　
　

同
人

　
　
　
　
　

右
之
絵
墨
絵
之
外
ハ
中
彩
色

　

※
中
略

　
　
　
　

御
座
敷
へ
出
ル
御
道
具　
但
御
勝
手
道
具
共

　
一　

築
建　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
拾
弐
本

　
　
　
　
　

内

　
　
　

五
本
下
地
檜
骨
黒
部
杉
四
分
一
檜
長
五
尺
五
寸
高
足
共
ニ
五
尺
柱

　
　
　

ふ
と
さ
弐
寸
弐
分
四
方
地
ふ
く
巾
弐
寸
八
分
厚
弐
寸
三
分
足
長

　
　
　

弐
尺
厚
五
寸
五
分
巾
六
寸
絵
様
く
り
何
も
柱
共
ニ
き
ち
や
う
め
ん

　
　
　

惣
地
二
篇
地
通
し
花
塗
か
な
物
に
く
ろ
め
上
の
両
方
三
方
包

　
　
　

絵
様
間
三
所
柱
元
の
さ
か
り
二
所
宛
腰
置
大
座
小
座
絵
様

　
　
　

唐
草
毛
彫
金
三
篇
め
つ
き
す
り
込
間
な
ゝ
こ
絵
下
地
唐
紙
張

　
　
　
　

此
絵

　
　
　

壱
本
両
面
若
竹
に
紅
白
梅
押
箔
砂
子　
　
　
　
　
　

狩
野
永
叔
筆

　
　
　

壱
本
両
面
尾
花
薄
押
箔
砂
子　
　
　
　
　
　
　
　
　

狩
野
養
朴
筆

　
　
　

壱
本
一
方
苫
船
ニ
鷺
一
方
芦
ニ
鴈
押
箔
砂
子　
　
　
　

狩
野
探
信
筆

　
　
　

壱
本
一
方
須
磨
一
方
明
石
押
箔
砂
子　
　
　
　
　
　

狩
野
探
雪
筆

　
　
　

壱
本
一
方
瀧
を
と
び
越
虎
一
方
竹
に
虎
押
箔
砂
子　

狩
野
洞
春
筆

　
　

壱
本
下
地
檜
骨
黒
部
杉
四
分
一
檜
長
四
尺
五
寸
是
共
ニ
五
尺
柱

　
　
　

ふ
と
さ
弐
寸
弐
分
四
方
地
ふ
く
巾
弐
寸
八
分
厚
二
寸
三
分
是
長

　
　
　

壱
尺
八
寸
八
分
厚
五
寸
弐
分
巾
五
寸
八
分
絵
様
く
り
何
も
柱
共
ニ

　
　
　

き
ち
や
う
め
ん
惣
地
二
篇
地
通
し
花
ぬ
り
か
な
物
に
く
ろ
め

　
　
　

上
の
両
方
三
方
包
絵
様
間
三
所
柱
元
の
さ
か
り
弐
所
宛
腰
置

　
　
　

大
座
小
座
絵
様
何
も
唐
草
け
ほ
り
金
三
篇
め
つ
き
す
り
込



尾
張
家
麴
町
屋
敷
御
成
御
殿
の
障
壁
画
に
つ
い
て

二
六

　
　
　

間
な
ゝ
こ
絵
下
地
唐
紙
張

　
　
　
　
　

此
絵

　
　
　
　

両
面
山
水
押
箔
砂
子　
　
　
　
　
　

狩
野
探
雪
筆

　

弐
本
下
地
檜
絵
骨
黒
部
杉
四
分
一
檜
長
四
尺
高
足
共
ニ
五
尺
柱
ふ
と
さ

　
　

弐
寸
弐
分
四
方
地
ふ
く
巾
弐
寸
八
分
厚
弐
寸
三
分
足
長
壱
尺
八
寸

　
　

五
分
厚
五
寸
弐
分
巾
五
寸
八
分
絵
様
く
り
何
も
柱
共
き
ち
や
う

　
　

め
ん
惣
地
二
篇
地
通
し
花
塗
か
な
物
に
く
ろ
め
上
之
両
方
三
方

　
　

包
絵
様
間
三
所
柱
元
の
さ
か
り
弐
所
宛
腰
置
大
御
座
小
座

　
　

何
も
唐
草
毛
彫
金
三
篇
め
つ
き
す
り
込
間
な
ゝ
こ
絵
下
地

　
　

唐
紙
張

　
　
　
　
　

此
絵

　
　

壱
本
一
方
大
和
松
に
靏
一
方
唐
松
に
靏
押
箔
砂
子　
　

狩
野
探
信
筆

　
　

壱
本
両
面
若
松
に
つ
ゝ
じ
押
箔
砂
子　
　
　
　
　
　
　

狩
野
洞
春
筆

　

※
中
略

一　

御
屛
風　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
九
拾
五
双
片

　
　

六
枚
折

　
　

高
五
尺
五
寸　
　
　

一
双
絵
松
檜
桜
海
棠　
裏
惣
金　

墨
絵
小
竹 

狩
野
探
信
筆

　
　
　
巾
二
尺
一
寸
五
分　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

高
五
尺
五
寸　
　
　

一
双
絵
八
仙
人　
裏
惣
金
墨
絵
小
竹 

同
人　
　
　

　
　
　
巾
二
尺
一
寸
五
分

　
　

高
五
尺
五
寸　
　
　

一
双
絵
春
野
そ
き
継　
裏
惣
金　

墨
絵
小
竹 

同
人　
　
　

　
　
　
巾
二
尺
一
寸
五
分

　
　

高
五
尺
五
寸　
　
　

一
双
絵
大
和
耕
作　
裏
惣
金　

墨
絵
小
竹 

狩
野
探
雪
筆

　
　
　
巾
二
尺
一
寸
五
分

　
　

高
五
尺
五
寸　
　
　

一
双
絵
紅
白
梅　
　
裏
惣
金
墨
絵
小
竹 

同
人　
　
　

　
　
　
巾
二
尺
一
寸
五
分

　
　

高
五
尺
五
寸　
　
　

二
双
絵
大
和
松　
　
裏
惣
金
墨
絵
小
竹 

狩
野
洞
春
筆

　
　
　
巾
二
尺
一
寸
五
分

　
　

高
五
尺
五
寸　
　
　

一
双
絵
須
磨
明
石　
裏
惣
金　
　

　

墨
絵
小
竹 

同
人　
　
　

　
　
　
巾
二
尺
一
寸
五
分

　
　

高
五
尺
三
寸　
　
　

一
双
絵
竹
に
檜　
　
裏
惣
金　
　

　

墨
絵
小
竹 

狩
野
永
叔
筆

　
　
　
巾
二
尺
一
寸

　
　

高
五
尺
五
寸　
　
　

一
双
絵
し
た
れ
桜　
裏
惣
金　
　

　

墨
絵
小
竹 

狩
野
養
朴
筆

　
　
　
巾
二
尺
一
寸
五
分

　
　

高
五
尺
五
寸　
　
　

一
双
絵
紅
白
牡
丹　
片
面　
　
　

　

き
ら
裏
形 

狩
野
如
川
筆

　
　
　
巾
二
尺
一
寸
五
分

　
　

高
五
尺
五
寸　
　
　

一
双
絵
大
和
山
水　
片
面　
　
　

　

き
ら
裏
形 

狩
野
随
川
筆

　
　
　
巾
二
尺
一
寸
五
分

　
　

高
五
尺
三
寸　
　
　

一
双
絵
杜
若
水
鳥　
片
面　
　
　

　

き
ら
裏
形 

狩
野
柳
雪
筆

　
　
　
巾
二
尺
一
寸

　
　

高
五
尺
三
寸　
　
　

一
双
絵
若
松
に
桜　
片
面　
　
　

　

き
ら
裏
形 

狩
野
梅
雲
筆

　
　
　
巾
二
尺
一
寸

　
　

高
五
尺
五
寸　
　
　

一
双
絵
苫
船
に
む
れ
鷺　
片
面　
　

き
ら
裏
形 

狩
野
休
圓
筆

　
　
　
巾
二
尺
一
寸
五
分

　
　

高
五
尺
五
寸　
　
　

一
双
絵
芦
に
鴈　
片
面　
　
　

　

き
ら
裏
形 

狩
野
休
山
筆

　
　
　
巾
二
尺
一
寸
五
分



尾
張
家
麴
町
屋
敷
御
成
御
殿
の
障
壁
画
に
つ
い
て

二
七

　
　

高
五
尺
五
寸　
　
　

一
双
絵
芦
に
帆
懸
舩　
片
面　
　

き
ら
裏
形 

狩
野
休
碩
筆

　
　
　
巾
二
尺
一
寸
五
分

　
　

高
五
尺
三
寸　
　
　

一
双
絵
唐
子　
片
面　
　
　

　

き
ら
裏
形  

狩
野
良
信
筆

　
　
　
巾
二
尺
一
寸

　
　

高
五
尺
五
寸　
　
　

一
双
絵
秋
野　
片
面　
　
　

　

き
ら
裏
形 

狩
野
柳
伯
筆

　
　
　
巾
二
尺
一
寸
五
分

　
　

高
五
尺
五
寸　
　
　

一
双
絵
流
に
山
吹　
片
面　
　
　

　

き
ら
裏
形 

狩
野
伯
圓
筆

　
　
　
巾
二
尺
一
寸
五
分

　
　

高
五
尺
五
寸　
　
　

一
双
絵
琴
碁
書
画　
片
面　
　
　

　

き
ら
裏
形 

狩
野
春
笑
筆

　
　
　
巾
二
尺
一
寸
五
分

　
　

高
五
尺
三
寸　
　
　

一
双
絵
花
鳥　
片
面　
　
　

　

き
ら
裏
形 

狩
野
洞
元
筆

　
　
　

巾
二
尺
一
寸　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

高
三
尺
八
寸　
　
　

一
双
絵
流
に
熊
笹　
裏
惣
金　
　

　

墨
絵
小
竹 

狩
野
探
信
筆

　
　
　
巾
一
尺
九
寸
五
分

　
　

高
三
尺
五
寸　
　
　

一
双
絵
苅
田
稲
穂
に
雀　
裏
惣
金　

墨
絵
小
竹 
同
人　
　
　

　
　
　
巾
一
尺
八
寸

　
　

高
三
尺
五
寸　
　
　

一
双
絵
萩
薄
に
雉
子　
裏
惣
金　

墨
絵
小
竹 

狩
野
洞
春
筆

　
　
　
巾
一
尺
八
寸

　
　

高
三
尺
五
寸　
　
　

一
双
絵
流
に
梅　
裏
惣
金　

墨
絵
小
竹 

狩
野
永
叔
筆

　
　
　
巾
一
尺
八
寸

　
　

高
弐
尺
八
寸　
　
　

一
双
絵
藤
棚　
裏
惣
金　

墨
絵
小
竹 

狩
野
探
雪
筆

　
　
　
巾
一
尺
六
寸
五
分

　
　

高
弐
尺
八
寸　
　
　

一
双
絵
な
よ
竹
ニ
花
小
鳥　
裏
惣
金　

墨
絵
小
竹 

狩
野
春
笑
筆

　
　
　
巾
一
尺
六
寸
五
分

　
　

高
弐
尺　
　
　
　
　

一
双
絵
若
松
に
つ
ゝ
じ　
裏
惣
金　

墨
絵
小
竹 

狩
野
永
叔
筆

　
　
　
巾
一
尺
三
寸
五
分

　
　

高
弐
尺　
　
　
　
　

一
双
絵
田
植　
裏
惣
金　
　

　

墨
絵
小
竹 

狩
野
洞
春
筆

　
　
　
巾
一
尺
三
寸
五
分

　
　
　

右
絵
押
箔
砂
子
極
彩
色
大
縁
小
縁
金
入
今
織
ふ
ち
黒
塗

　
　
　

か
な
物
赤
銅
唐
草
毛
彫

　

※
後
略
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